
（様式３） 

 
 
 

神奈川県立地球市民かながわプラザ 

 
 

指 定 管 理 者  提 案 書 

 
 
 
 

 
 

団体名 社団法人青年海外協力協会 

 

 

※ 記載にあたっての留意事項 

     原則、次のとおりとしてください。 

・ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦長としてください。 

・ 両面印刷又は両面コピーとしてください。 

・ 書類については、通し番号を中央下に表記してください。 



 
団 体 の 概 要 

（平成 22年４月現在） 

団 体 名
ふ り が な

 
しゃだんほうじん   せいねんかいがいきょうりょくきょうかい 

社団法人     青年海外協力協会 

所 在 地 
〒150-0012 
東京都渋谷区広尾 4-2-24 

電話番号 
03-3406-9151 

代 表 者 会長 金子洋三 F A X 03-3406-9160 

設立年月日 1953（昭和 58 年）年 12 月 28 日 

沿  革 

1983 年（昭和 58 年） 社団法人青年海外協力協会として外務省の認可を得る 
1984 年（昭和 59 年） 第１回通常総会開催 目黒区内に事務所設置 
1987 年（昭和 62 年） 港区南麻布へ事務所移転 
1994 年（平成６年）  設立 10 周年記念パーティー開催 
1996 年（平成 8 年）  近畿支部開設（京都市内） 
1998 年（平成 10 年）  渋谷区の JICA 広尾訓練研修センター内へ移転 
2003 年（平成 15 年）  設立 20 周年記念事業開始 

マラウイ農民自立支援プロジェクト、 
ボランティア応募促進事業、協力隊道場等 

2004 年（平成 16 年）  設立 20 周年式典開催 
2008 年（平成 20 年）  設立 25 周年に向けた事業開始 

ボランティア応募促進支援事業「全国キャラバン隊」、 
大学と連携による海外ボランティアの調査研究、 
JOCA コミュニティー構想 

2009 年（平成 21 年）  設立 25 周年記念イベント開催（日比谷公会堂） 
2010 年（平成 22 年） 第 27 回通常総会（5 月 30 日） 

業務内容 

定款上の業務内容は以下の 5点です。 

1. 開発途上国における民間技術協力プロジェクトの調査、発掘及び推進に関する支援

事業 

2. 国又は自治体の行う国際協力事業に関し、これを側面的に支援する事業 

3. 開発途上国人材の民間レベルに於ける、本邦受入と研修に関する事業 

4. 各種国際行事への参加及び支援に関する事業 

5. その他、本会の目的を達成するために必要な事業 

 

 

 

 

 



主な実績 

＜国内協力事業＞ 

1.協力隊OB・OG会との連携【自主事業】 

協力隊のOB・OG会は、各都道府県別、各派遣国・各専門職種を合わせると現在70以

上の団体が存在し、それぞれの地域社会でボランティア活動の体験を活かした様々な

市民活動を行っています。当会はこれら協力隊OB・OG会と連携しながら、各種活動に

対する情報の提供・交換、共同事業の形で支援しています。 

「グローバルフェスタへの参加」「アフリカンフェスタへの協力」「協力隊祭りの開

催」「国際理解・多文化共生の市民セミナー等」 

2.地球生活体験学習の推進【自主事業】 

当会が提唱・推進する「地球生活体験学習」とは、海外ボランティア経験を社会還

元するための学習プログラムです。地球に住む一人一人の生き方を共に考え、豊かな

グローバル社会づくりに貢献することを目的としています。教材の開発・販売・貸し

出しや講師派遣、各種セミナーの実施等を行っています。 

3.JICA国際協力中学生・高校生エッセイコンテストの運営【受託事業】 

全国の中学生・高校生を対象に、開発途上国の現状と国際協力の必要性について理 

解を深め、国際社会の中で日本は何をすべきか、また、自分たちひとりひとりがどう

行動すべきかについて考えてもらうことを目的としたコンテストです。各県の協力隊

のOB・OG会の全面的な協力のもと実施しています。 

4.研修生受け入れ支援 

(1)JICA青年研修事業の受入【受託事業】 

JICAの実施する青年研修事業において、当会は受入団体として世界各地の青年を

迎え入れ、より効果的な技術研修を実施するためのプログラムを実施しています。 

(2)21 世紀東アジア青少年大交流計画（ＪＥＮＥＳＹＳ）事業【受託事業】 

     東アジア地域から高校生を中心に日本へ招聘し交流を深め友好親善に寄与する

目的で平成19年から始まった当プログラムにおいて、アセアン事務局、日中友好

会館などの国際機関事務局と連携しながら、年間約1,000名の受入れを実施してい

ます。 

5.神奈川森林づくり定着型ボランティア事業【受託事業】 

国内では環境保全への取組が大きな課題となっており、神奈川県も県民一体と

なった活力ある水源の森づくりを推進しています。当会は地域の森林づくり交流

事業に参画し、森林保全を通した社会還元事業に取り組んでいます。 

 6.独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）ボランティア支援事業【受託事業】 

    ＪＩＣＡが実施するボランティア事業（青年海外協力隊、シニア海外ボランティ

ア等、年間 2,300 名程度）における、全国での募集、選考・研修、訓練を一貫して

受託し、ボランティア事業経験者の集団として開発途上国での経験を活かしながら、

各都道府県別、各派遣国・各専門職種別のＯＢ会と綿密な連携を図り、効果的かつ

効率的な支援事業を展開しています。 

 

 

 

 



 

 

＜国際協力事業＞ 

1.マラウイ国農民自立支援プロジェクト【自主事業】 

自国の開発を担う有為の人材を自らの手で育成したいと希望し、主体的にその

プロジェクトに関わる決意のある国に対して、当会が、自らの海外ボランティア

活動を通じて蓄積してきた知識や知恵・人的ネットワークを再活用し、再創造し

ながら支援しようというものです。アフリカのマラウイ国には 2005 年 9月より現

地事務所を開設し、国の発展に貢献していく人材の育成を目指すプロジェクトを

実施しています。2009 年には外務省ＮＧＯ連携無償資金協力からの支援も決定し

ました。 

2.ラオスプロジェクト【自主事業】 

長年、ヴィエンチャン国際友好ハーフマラソンの支援で築き上げた実績と人脈

を活かし、アフリカのマラウイで実施している人材育成に寄与するようなプロジ

ェクトを開発するため、ラオス青年同盟と連携しプロジェクトアイデアコンテス

トを 2009 年に実施しました。200 案件の中から、１位の案件につきプロジェクト

調査を実施し、本年度より本格的なプロジェクトを実施する予定です。 

3.小規模プロジェクトの支援【自主事業】 

当会では協力隊 OB等と連携し、途上国に対する民間技術プロジェクトを支援し

ています。 

・1993 年フィリピン 零細漁民への保冷運搬機材の供与 

・1994 年フィリピン ピナツボ火山被災民への玄米粉食糧支援 

・1996 年フィリピン 山間地域への索道用機材供与 

・2002 年ザンビア  カナカンタパ新農村への学校建設 

・2003 年ソロモン  小型農具供与支援による定置型有機農業支援 

 

 

 

年 度 平成 19年度 平成 20年度 平成 21年度 

総収入 2,974,954,061 3,116,711,216 3,409,899,738 
総支出 2,924,152,544 3,117,601,686 3,360,314,480 
当期損益 89,145,522 -5,756,251 72,384,925 

財政状況 
（過去 3年間について

記入してください） 

累積損益 1,631,460,204 1,625,703,953 1,698,088,878 
応募に関する担当連絡先   

氏
ふり

 名
がな

   部署・職名 総務部  

電話番号 03-3406-9151 ＦＡＸ 03-3406-9160 電子メール  

（※）欄が不足する場合は、別紙を追加して下さい。 
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団体名 社団法人青年海外協力協会 

 

Ⅰ サービスの向上について 

１ 指定管理業務実施にあたっての考え方について 

 

（１）施設運営の基本的な考え方の状況について 

ア 施設の設置目的や公の施設としての役割を踏まえた指定管理業務を実施する上での基本的

な考え方について 

（施設の設置目的や公の施設としての役割について、どのように考えているのか。また、設

置目的を踏まえた上で、この施設の役割を活かして、どのような施設運営を目指すのか、

基本的な考え方を記載してください。） 

 
神奈川県は、平成 20 年に「かながわ国際施策推進指針」の改訂版を発表しました。 
神奈川県立地球市民かながわプラザ（以下「プラザ」という）は、この指針の 4 つの基本目

標である①多文化共生の地域社会作り②世界の地域・人との交流の推進③非核・平和意識の普

及④県民等の国際活動の支援、協働・連携のすべてに関連があります。また、11 の施策の方向

では、湘南国際村を拠点とした国際交流の推進など 3 つの施策とは合致しませんが、8 つの項目

に関連し、まさに、かながわ国際施策推進の中核的な施設であるといえます。我々はそのこと

を常に念頭におきながら事業を推進しなければならないと考えます。 
運営指針は、プラザの使命である、地球市民意識の醸成と多文化共生社会を築くための総合

的学習施設、およびＮＰＯ等をはじめとする県民の国際交流・国際協力活動の支援の拠点であ

ることを充分に理解し、学習センター、情報・相談センター、サポート・ネットワークの 3 つ

の機能を有機的に結びつけながら、こどもの豊かな感性の育成・地球市民意識の醸成・国際活

動の支援を目的として事業運営を行います。 
特に当会は、ＪＩＣＡボランティア事業（青年海外協力隊、シニア海外ボランティア）を経

験した職員や帰国者（約 3 万 5 千人）を中心に構成されている組織であり、鹿児島県アジア・

太平洋農村研修センターやＪＩＣＡ地球ひろば（東京広尾と名古屋中部センター）など、地域

における国際センターの運営・管理に関する経験を約５年積み重ねてきました。この経験によ

って蓄積された多種多様な情報とネットワークが、当会が持っていたＪＩＣＡボランティア経

験者との情報ネットワークや全国の地方自治体とも結びつき、年々より幅広く強固なネットワ

ークになりつつあります。 
プラザ事業運営にあたっては、これまでの様々な経験、情報とネットワーク、及び人材リソ

ースを充分に活用し、①県民サービスの向上、②経費削減、③プラザの認知度の向上と集客力

アップを目標に事業展開を図ります。 
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イ 業務の一部を委託する場合の業務内容等の状況について 

   （業務の一部を委託する場合、委託業務の内容、委託先の選定方法、県内中小企業者の受注

機会の確保・拡大に関する取組み等について、記載してください。） 
 

我々が受託するにあたり、保守点検、ホール運営など、専門技術が必要な業務については専

門業者へ委託する必要があります。今回の受託において設備等に対する迅速な対応が必要とな

ることから、①県内の業者で 1 時間以内に施設へ到着できること、②その他の施設管理の実績

が豊富なことを条件として、信頼のおける業者を委託者として選定します。 
また、消耗品の購入やイベント開催時のレンタル業者など、できる限り、県内の業者への発

注を心がけ、県内の経済効果を高めるよう努力する所存です。 
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（※）欄が不足する場合は、別紙を追加して下さい。 

団体名 社団法人青年海外協力協会 

 

Ⅰ サービスの向上について 

２ 施設の維持管理について 

（１）施設及び設備の維持管理に関する業務について 

（施設及び設備の保守点検、施設の清掃等の維持管理業務を適切に行うための取組みについて、

経費節減の視点を踏まえた上で、記載してください。） 
 

法令又はそれに準じた指針等に基づき、業務を行うことを前提にしておりますが、その他以下に

掲げる点についても施設・清掃・設備維持管理における最重要課題として取り組みます。 
 
＜清掃業務＞ 
 ①社内外研修制度を活用し、人材育成・資格取得に努めます。 
 ②当該施設を伴う地球市民かながわプラザ特有の衛生管理を行います。 
  トイレ、給湯室、事務所、各展示室、その他各室等細菌の発生元となりやすい箇所について消

毒効果を伴う資材（洗剤等）を使用することにより、施設内感染防止に努めます。 
 ③清掃員等の業務従事者の日常的な健康管理に努めます。 
  具体的には、体調不良を感じた場合等、むやみに出勤せず医師の判断を仰ぐようにいたします。 
  軽い症状であったとしても時には大きな感染源となり得ることに対する措置です。 
 ④使用資材は、経費節減及び環境保護の視点から使用を最小限に留めるとともに、月毎の使用実

績を記録し、在庫管理システムによるチェックを定期的に行います。  
 ⑤使用する資機材、洗剤等は環境に優しいものを使用致します。 
⑥適材人員を配置し、優良なクリーンスッタフによる清掃方法により、無駄な作業を無くし、 
コスト削減を推進致します。 

⑦当該施設の美観維持、少しでも建物を延命させるよう適材な清掃資機材（環境に優しい道具）、

プラザの資機材をいためないような作業方法を取入れるなど工夫に努めます。 
⑧急病等による欠員時の応援体制は、図表１のとおりです。 

     
＜保守点検業務＞ 
 本業務は、他社への業務委託にて行いますが、業社選定にあたっては社内外の研修などによる人

材育成・資格取得に積極的な業者を優先して採用し、適切な業務実施に努めます。 
  
＜受付案内業務及びホール運営管理業務＞ 
 本業務に関しても他社への業務委託にて対応しますが、業社選定にあたっては社内外の研修など

による人材育成・資格取得に積極的な業者を優先して採用し、適切な業務実施に努めます。 
また、受付案内員のリーダーは、「普通救命講習」を受講し、ＡＥＤ操作等救命技能を有する人材

を配置します。 
さらに、ホール運営管理業務では、専門性の高い人材を配置できるよう業者選定には配慮します。 
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＜保安警備業務＞ 
犯罪や災害の発生を警戒・防止し、財産の保全と利用者の安全を守るため、職員が保安警備の意

識を持って日常の業務にあたるよう、日々の教育を徹底します。各施設担当者がそれぞれの持ち場

の保安を行うほか、毎日 2 回程度、施設全体の巡回による警備を行います。受付などにおいて来館

者の施設利用状況の確認を行い、不審者侵入の未然防止に努めます。 
                    

図表１ 

地球市民かながわプラザ
　　　横浜市栄区小菅ヶ谷１－２－１

分 一般道
他現場
付近の他現場

横浜横須賀道路 から応援

合計所要時間
分 分

分 一般道

※移動方法：専用車両又はタクシー（近くの現場からの応援が可能な場合もあり）

現場責任者

株式会社金港美装　本社　０４５－２５１－４８７４
※緊急対応含む24H365日対応

■ 現場連絡窓口

■ 社内連絡窓口

現場：　地球市民かながわプラザ

25 10

10

5

日野インター

　　　　　　横浜市南区高砂町２－２７

横浜横須賀道路

　　　　　　　株式会社金港美装

阪東橋

【教育指導担当】
携帯：○○○－○○○○－○○○○

【営業担当】
○○○－○○○○－○○○○ 業務支援責任者

【資機材発注担当】

045-201-2846

応　　援　　体　　制　　図

応　　援　　連　　絡　　体　　制　　表

○○○－○○○○－○○○○ ○○○－○○○○－○○○○

【業務担当】

 
  
（※）欄が不足する場合は、別紙を追加して下さい。 
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団体名 社団法人青年海外協力協会 

 

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用者への対応について 

（１）サービス向上及び利用促進のための取組みについて 
ア 利用者サービスの向上に向けた窓口対応等の利用者対応方針について 

（より多くの利用を図るための窓口対応など、利用者サービス向上に向けた取組みについて、

記載してください。） 
★ＪＥＮＥＳＹＳ等、他の国際交流事業の実施施設としてプラザを活用します 

2007 年から始まった東アジア青少年大交流計画（JENESYS）では、アセアン地域、中国、

韓国等から年間約 7,000 人が来日し、日本全国で交流が実施されています。各グループは来

日後、オリエンテーションや講演会を実施することから、300 人規模のオリエンテーション

会場が必要です。さらに、各地域での交流プログラムにおいても様々な施設を利用します。 
そこで、当会が担当する 6 回（全体で 1,000 名程度）のうち、3 回程度のオリエンテーショ

ンをプラザで実施します。また、地域での交流プログラムにおいても後述の提案事項と有機

的に連携させ地域の国際交流促進に寄与します。さらに、JENESYS のみならず、他省庁が

実施する国際交流事業を運営している他団体にもプラザの利用促進を広報し、来館者増に努

めます。 
 

★TOEIC 団体特別受験制度（IPテスト）を活用しプラザ利用者の増加を実現。 

当会は、職員が海外に赴任する際の語学力向上のため、定期的に TOEIC の団体受験を実 

   施しております。これは 10名以上の受験者がいる場合、その団体の任意の場所を受験会場と 

して TOEIC 試験を実施できるというものです。この制度が適用されると、受験料は、4040 円 

となり、通常の 5985 円より割安で受験することができます。また、その団体が受験申込窓口 
となるため、当会は、広く地域住民、県民が受験できるように提案します。今日、英語は、 
ビジネス、海外旅行を問わず多く使用され、就職試験の判断材料にも使われる言語となりま 
した。当会は、国際施設であるプラザの趣旨を十分に踏まえ、県民の語学力の向上に貢献し、 
プラザの利用促進と認知向上に努めます。 

 
  イ より多くの利用を図るために行う広報・ＰＲ活動について 

（プラザの認知度向上を図る広報・ＰＲ事業の取組みや多くの人々に展示室の観覧や事業へ

の参加をしていただくための広報・営業活動の取組みについて、記載してください。） 

 
   ★当会のネットワークをフルに活かした広報活動を行います。 

当会が所持する広報媒体のリソースは、全国のＪＩＣＡボランティア帰国者（約 3 万人）

の住所等の情報です。さらに一昨年からは、メールを利用した「ＪＯＣＡネットコミュニテ

ィー」により即座に情報送信・収集できる機能（約 5 千件）の充実を図っています。その中、

神奈川県内でみると、市町村の窓口を含め 342 団体へのアクセスが可能な状態であり、アク

セスのよい近県（東京、埼玉、千葉）を入れると 1,347 件へと広がります（件数は 5 月 27 日
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現在）。 
さらに、これまで当会が実施した事業で所持している広報媒体の中でも、特に教員や学生

の情報（約 1 千件）は彼らを基点に更なる広がりが期待でき、現状よりはかなり広範囲な広

報が可能となります。また、当会が発行する機関紙、関係団体が発行する機関紙やメルマガ

など、できる限りの広報媒体を利用し、プラザの認知度向上と利用促進のための広報を行い

ます。 
 

ウ 利用者ニーズの把握及び事業等への反映並びに苦情処理やトラブルへの対応について 

（利用者の意見・要望の把握方法や施設運営への反映の取組みについて、記載してください。

また、苦情処理や利用者とのトラブル発生時の対応について、事前の体制整備も含めて、

記載してください。） 
 

①利用者の意見・要望の把握方法、施設運営への反映の取組み 

まずは、施設サービス等に関するアンケートを実施し、アンケートの声を利用者サービス

の向上に反映させるという姿勢で取り組みます。アンケート結果より対応可能なものには即

時対応し、長期的な対応が必要なものには軌道修正や新たな企画に役立てます。把握したニ

ーズをもとに対応や情報提供の方法などスタッフの資質向上のためにフィードバックし質

の向上を図ります。これらアンケートについて、回収、集計、分析を行い、県に報告します。 
アンケート収集方法は、来館者やイベント参加者へのアンケート用紙の配布によるものが

中心ですが、特に児童・学生の場合は、引率の先生方へのアンケートの種類を変え、より詳

細な情報収集を行います。これまでの指定管理者施設ではこの方法が大変有効でした。さら

に利用者メーリングリストを作成しアンケートを収集することも可能です。 
 
②苦情処理 

苦情がきてから対処・対応するという受け身で消極的な姿勢ではなく、上記のアンケート

による情報収集などから、事業実施者の側から利用者に積極的に働きかけて、苦情が寄せら

れる前に改善を図るなど施設運営体制を考えます。利用者に対しては、笑顔で対応するとと

もに、潜在的な不適合の原因を除去するために予防処置を明確にし、必要な是正処置を講じ

る必要があります。苦情対応には、すぐに対応可能なもの、将来的に対応を検討するもの、

対応が困難なもの、費用との見合いが必要なもの等に分類し、苦情の内容に応じて、即対応、

次善策の検討、経営レベルでの対応を取ります。苦情内容に応じた再発防止策を講じ、効果

の確認を行います。 
また、苦情を少なくし、利用者の満足度の向上には、接客マナー等向上のための職員研修

が必要になります。当会では、職業人としてのマナー向上のため、定期的にビジネスマナー

研修を実施しています。 
 
③利用者とのトラブル発生時の対応 

トラブルの内容により対応者が決定されることになりますが、職員での対応の範囲を超え

ている場合は、即座に館長への連絡・相談ができる体制を確立し的確なトラブル処理を行い

ます。また、職員でトラブルが処理できた場合でも、必ず、館長へ顛末書の提出を行い的確
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な報告をします。さらに、内容によっては、県あるいは当会本部への連絡・相談が必要にな

ることもあり、その体制も緊急対応の手順により行います。 
 
  エ 営業活動の実施 

★ホームページにバナー広告を取り入れます 

 神奈川県庁のホームページにも掲載されているような、バナー広告を採用し収入増に努め

ます。 
神奈川県庁の第 2 階層メニュー（月間 15,000 アクセス）を参考に、月額 15,000 円とし

て 5 社を目標とします。広告依頼については、県内企業を中心に、教育関係や旅行会社、海

外事業中心の企業などへの働きかけを積極的に行います。 
※ 平成 20 年度事業報告によれば、現在のかながわ国際交流財団のアクセス数は、月間

120,000 件 
 
★広報媒体（壁新聞）への協賛企業を募集します 

 広報として年 3 回の壁新聞の発行をするにあたり、テーマ（環境や教育、生活など）に沿

ってＣＳＲに積極的な企業等に協賛をいただき収入増に努めます。掲載方法については、公

的な場である学校や図書館が中心となることから、宣伝効果をねらいとせず、協賛企業とし

て華美にならないデザインを使用し掲載します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（※）欄が不足する場合は、別紙を追加して下さい。 
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団体名 社団法人青年海外協力協会 

 

Ⅰ サービスの向上について 

（２）利用料金制について 

ア 利用料金の設定 

（施設等の利用料金は、条例に定める額の範囲内において、指定管理者が知事の承認を得て定

めることができます。現在の使用料がそのまま利用料金の上限額となっておりますが、別紙

８「平成 20年度使用料収入及び管理費の実績内訳書」の「平成 20年度使用料収入実績内訳」

を参考にして、料金設定の考え方と内容を記載してください。また、利用者サービスの向上

及び利用促進の観点から、観覧利用料金の柔軟な料金設定や割引措置等について、記載してく

ださい。） 
 

★常設展示観覧料の大人 500 円を 450 円に変更します。 

 2009 年に実施された「地球市民かながわプラザ 利用者満足度調査結果の概要」から「大

人の入館料の 500 円が高い」との調査結果が出ています。また、平成 20 年度の入館状況（下

記の表）を仮定するのとともに、昨今の物価低下の状況、プラザにおける展示内容が 10 年間

大きく変化していないなどの状況を鑑み、50 円の値引きを実施いたします。 
 観覧者増にむけては、小学生連れの親子（100 円＋450 円あるいは 900 円）をターゲットと

した企画を実施し値引き分を補えるよう努力します。 
 

      ＜平成 20 年度常設展示室観覧料仮定表＞ 
  
 
 
   
 
 
 

★貸出し施設を利用する団体には保育室を無料で貸し出します。 

 プラザホールや企画展示室等の貸出し施設を利用する団体には、保育室を無料として貸出

し、施設の利用向上を図ります。ただし、器具を使用した場合の経費は徴収します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 人数  単価  合計 

小・中学生 12,440 × 100 ＝ 1,244,000 

高校・学生 600 × 300 ＝ 180,000 

大人 16,060 × 500 ＝ 8,030,000 

 29,100   計 9,454,000 
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イ 減免基準について 

（指定管理者は、知事の承認を得て定めた基準により利用料金を減免することができます。利用料

金制を導入する前の減免規定を参考にし、どのように減免基準を定めるか記載してください。） 
 

★減免については、１年目の状況を充分に検討し２年目以降、減免に関する基準を定めます。 

 全国の指定管理者施設においては、当該自治体で活動する団体への減免や障害者団体への減

免、あるいは自治体との共催や後援に対する減免など、様々な減免措置が講じられています。

しかし、現段階で明確な基準を提示するには状況把握が不充分であり、他の指定管理者施設で

の同類の経験も無いことから、受注できた際は、１年目の状況を充分検討し更なる情報収集を

行った後、減免に関する基準を定めたいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（※）欄が不足する場合は、別紙を追加して下さい。 



10 

 

団体名 社団法人青年海外協力協会 

 

Ⅰ サービスの向上について 

（３）提案事業の実施について 

（施設の特性をより効果的に生かし、施設機能の強化や、より広域的に多くの利用を図り、発

信力を高めるために実施する事業実施の状況） 
別紙４「神奈川県立地球市民かながわプラザ指定管理者業務の基準」の「２ プラザ事業に関

する業務の基準」に記載した(1)ＡからＪまで、(2)ＡからＥまで、(3)ＡからＤまでを、項目毎

（(1)Ａ展示学習事業、(1)Ｂ展示企画事業･･･）に別葉とし、事業実施の考え方、提案内容及び

事業の収支計画を記載してください。また、ＮＰＯ等と連携・協働する点は特記してください。 

 

 

① 学習センター事業 

Ａ 展示学習事業 

 Ａ－１ 事業実施の考え方 

展示学習事業は、常設展示室の趣旨を十分に踏まえ効率的、効果的に実施します。常設展

示室の利用は、有料であることから、利用者の満足度を強く意識した運営を心掛けなければ

なりません。利用者のニーズを的確に把握し、プログラムの改善を図りながら事業を展開し

ていきます。 

   また、提案内容は平成 23 年度を主として行い、24 年度以降は 23 年度の状況を鑑みながら

事業の実施計画を作成したいと考えています。 

 

 Ａ－２平成 23年度事業提案内容 

   平成 23年度の事業計画にしたがって、プログラムを積み重ねました。ボランティア企画で

は、パンくんキャラクターを活用した企画が実施されており、プラザのイメージキャラクタ

ーを取り入れたプログラムは、ボランティアの方々と綿密な打ち合わせを行い、本自主企画

として、今後も継続し実施いたします。国際平和展示室の展示ボランティアの皆さんについ

ては、まさに専門ボランティアとして引き続きお願いすることといたします。 

プログラム詳細は、別紙１をご参照ください。 

 

 Ａ－３収支計画 

   別紙２をご参照ください。 
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Ｂ 展示企画事業 

Ｂ－１事業実施の考え方 

 当会は、プラザの目的を達成するため、展示内容の充実化を推進します。特に世界の伝統文化、

自然、災害、歴史的遺産に焦点を当て、楽しく学び、豊かな感性を育む機会を提供します。 

 

Ｂ－２ 平成 23年度事業提案内容 

ア 「世界の民芸・芸術展」（有料企画） 

 バングラデシュの伝統的な刺繍「ノクシカタ」、パナマの伝統工芸である「モラ」、そしてアフ

リカの絵画「ティンガティンガ」を一度に展示し、同時に即売会を実施することで集客に努めま

す。それぞれが紹介される機会はこれまでにもあったようですが、アジア、中南米、アフリカの

民芸・芸術が同時に紹介される機会はめずらしく、多文化理解のひとつとして実施します。 

 また、合わせて、それぞれの分野の講師を迎え、歴史や魅力とともに、作成方法を紹介し体験

することで、深い理解へと繋げます。（別紙３参照） 

企画展示室

関連企画

ワークショップ　「ノクシカタの魅力と作り方」 ワークショップルーム

ワークショップ　「モラの魅力と作り方」 ワークショップルーム

ワークショップ　「ティンガティンガの魅力と作り方」 ワークショップルーム

ア　世界の民芸芸術展

 

 

イ 「緊急援助隊の使命と活動展」 

 地震や津波、台風など、世界では、大規模な自然災害が頻繁に発生し多くの命が犠牲なってい

ます。特に開発途上国では、経済・社会基盤がぜい弱なため、災害発生に際し充分な救援活動が

行えないのが実情です。このような課題にこたえるべく、日本政府では国際緊急援助を実施し、

人的、物的、資金援助などを災害の規模や被災国のニーズに応じて複数を組み合わせながら実施

しています。 

 そこで、医療チームが使用する実際のテントの展示や機材の紹介、現場のビデオなどを展示し

実情を理解してもらいます。また、テレビでもおなじみの紺とオレンジの制服を着た国際緊急援

助隊の隊員がその実情と活動を紹介し、緊急援助の必要性や課題を提示する講演会を実施します。

また、緊急援助の現場を疑似体験するワークショップを開催し、地球規模の課題を身近な問題と

して捉えてもらえるよう提示します。（別紙４参照） 

イ　緊急援助隊の使命と活動 企画展示室

関連企画

講演会　「緊急援助隊の今　～求められる緊急援助とは～　」 プラザホール

ワークショップ　「緊急援助隊の仕事を体験しよう！」 ワークショップルーム  

  

 

ウ 「世界遺産写真展 ～県民がみた世界遺産～ 」 

   世界遺産は、日本人の海外旅行先の中で一番人気のある観光の名所です。特にシニア層の海

外旅行では人気の高い行き先となっています。 

   そこで、有名な世界遺産（ペルーのマチュピチュ、フランスのモン・サン・ミッシェル、イ
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ンドのタージマハール等）の写真を県民から募集し写真展を実施します。多くの県民が自ら撮

影した写真を展示することで、プラザに対する親近感を高め、必ずプラザへおいでいただくよ

うに努めます。また、上手な写真の撮り方ワークショップや世界遺産に関する講演会を開催し、

異文化理解の促進を図ります。 

さらに当企画が好評を得て、講演の参加者も増加するようであれば、次年度以降には、NPO 法

人世界遺産アカデミー主催の「世界遺産検定」をプラザで実施することも検討します。 

ウ　世界遺産写真展　　～県民が見た世界遺産～ 企画展示室

関連企画

ワークショップ　「上手な写真の撮り方」 ワークショップルーム

講演会　「世界遺産を旅する　～モン・サン・ミッシェルと日光の比較から～　」 プラザホール  

 

エ 「大いなる海の生き物たち」写真展 

   海洋写真家、 氏の迫力ある写真展を開催すると同時に、 氏のトークショーを開

催します。 氏は、イルカ、クジラなどを中心に世界中の海洋生物を撮り続け、海の変化、

海洋生物の生態を見続けてきました。沖縄では、イルカの人工尾ヒレの製作に携わるなどイル

カの保護にも取り組んでいます。 

   写真や講演を通して、自然の美しさを感じてもらうとともに、生態保護や環境保全に対する

意識を醸成する機会とします。 

エ　「大いなる海の生き物たち」写真展 企画展示室

関連企画

講演会「海洋生物の迫力」 ワークショップルーム  

 

オ 「ミニ水族館登場！ 世界５大陸の不思議な魚たち」（有料企画） 

 世界 5大陸の珍しい熱帯魚を展示し、ミニ水族館を作ります。熱帯 

魚との触れ合いを通じて、自然保護や地球環境保護についての理解 

を深めるよう、わかりやすい解説のパネル展示、魚の秘密や暮らし 

方や不思議についてのクイズ等を交えて、楽しく学べる工夫をしま 

す。 

本企画は、ゴールデンウイークの企画として、小学生および親の 

同行を見込み、常設展示室と平行した有料企画として提案します（ 

企画展示室で料金徴収すれば常設展示室も利用可、常設展示室で料 

金徴収すれば企画展示室も利用可）。 

 

  カ 「見たい！触れたい！夏の昆虫たち ～カブトムシ、クワガタつかみ取り！～」（有料企画） 

  夏休み企画として、自然に親しみ、カブトムシやクワガ 

タの生態や不思議に迫る企画です。幼虫から成虫までの成長 

過程をパネル展示により解説し、ぬり絵やクイズ等のイベ 

ントを実施しながら、楽しく生物の多様性について理解を 

深めます。最大のイベントは、カブトムシやクワガタを直接 
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さわることができることです。 

上記のミニ水族館同様、常設展示室と平行した有料企画として提案します（企画展示室で料金

徴収すれば常設展示室も利用可、常設展示室で料金徴収すれば企画展示室も利用可）。 

   

Ｂ－３収支計画 

   別紙２をご参照ください。 

 

Ｂ－４ 平成 24年度以降実施可能な企画案 

企画名： マネーマネーマネー ～あなたにとってお金とは？～ 

  内 容： 2008 年の金融危機は、お金が世界に与える影響の大きさを私たちに認識させるもので

した。本企画は、お金と私たちの日常生活との結びつきを考えてもらうことを目的とした

企画です。例えば、100 円で買えるものを国ごとに展示することで価値の違いに気づく仕掛

けや、途上国に住む人や先進国の日本人にとってお金はどんなものなのか考えてもらうク

イズなど工夫を取り入れています。 

     当企画は、ＪＩＣＡ地球ひろばで 2009 年に実施した企画ですので、展示品等はＪＩＣＡ

と相談のうえ借用できるよう調整し実現に向けて努力します。 

  対 象：一般 

  場 所：企画展示室およびワークショップルーム 

  

  企画名：世界の国旗展 

  内 容：全世界の国旗を展示し、国旗の意味、国旗から知ることができる歴史や自然などを紹

介し子どもたちの国際理解を深めます。国旗の塗り絵やクイズ等を準備し、世界について

楽しく学ぶ機会を提供します。 

対 象：小学生 

場 所：企画展示室 
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Ｃ 映像ホール事業 

 Ｃ－１ 事業実施の考え方 

   これまで実施されている子ども映画会（火曜から金曜の午前と午後のプログラム）、毎日上映

の「この星の上に」は、更なる映像ソフトの向上を図りながら継続実施するとともに、設備に

ついても指示通りの機材をリースにて整えます。さらに、新たな貸出し施設になることから、

県民の皆さんが親しみやすい施設として認識いただくためにも、以下Ｃ－２に示す企画を実施

しサービス向上に努めます。 

 

 Ｃ－２ 平成 23年度事業提案内容 

★「ビデオコンクール」の実施 

映像ホールのイベントとして、県民からビデオの投稿をお願いし「ビデオコンクール」を実

施します。テーマは「家族」、「外国人の友人」など、身近なテーマを設定し、老若男女から子

供まで多くの作品応募を得て、土曜・日曜の映像ホールにて上映し皆さんから投票していただ

きます。その後、関係者による審査を行い順位を決定して、上映会を実施します。投稿された

ビデオはその後も映像ホールにて随時上映し、市民に身近な映像ホールのイメージ作りに努め

ます。 

 

 

★月１回の「フライデイナイトシアター」の実施 

  これまで子供中心であった映像ホールのイメージを変えるため、月１回、金曜日の夜８時か

ら、大人向けに一般公開が難しい開発途上国の映画や自主映画などを上映し集客に努めます。

映画によっては、監督のトークショーなども合わせて実施することを計画しています。 

  以下は、上映予定作品です。 
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上映作品リスト案

世界の油田は、恐竜時代、植物プランクトンが海底に沈殿して形成された。この150年間の
大量の石油消費がわれわれにもたらすものは、油田が形成された太古の気候への逆戻りだ
ろうか。「アース・ビジョン 第16回地球環境映像祭」アース・ビジョン大賞。HPより

クルード　～むき出しの欲望の果て～

1

2

未来の食卓

食卓から始まった小さな奇跡が、人々の幸せを紡いでいく南フランス・バルジャック村の1
年間を描きオーガニックブームを巻き起こしたドキュメンタリー！！公式HPより

5

ショコラ

冬のある日、伝統が深く根づく村に謎めいた女性ヴィアンヌ（ジュリエット・ビノシュ）
が娘を連れてやって来た。母娘は教会のそばに魅惑的なチョコレート店を開き、村人を虜
にする。村の指導者レノ伯爵はその事実に愕然とし、彼女を追放しようと画策する。

バスーラ

3

ジャマイカ　楽園の真実

「この映画を見て、裕福な国が貧しい国へおこなっている仕打ちをわかって欲しい」
これが、ステファニー・ブラック監督がこの映画を作った目的です。公式HPより

<二本立て>①記憶の守人たち/②アルフォンスの自転車　

7

未来を映した子どもたち

インド・カルカッタの売春窟に生れついた子どもたちを、希望ある未来へと導いた奇跡。

8

シードハンター

地球温暖化が進む中、危惧される食料危機。多様な遺伝子を保存し、環境変化に耐える農
作物の原種を求めて中央アジア・タジキスタンの険しい山々へ足を踏み入れる科学者たち
の姿を追う。アース・ビジョン 地球環境映像祭HPより

9

アース

ホッキョクグマ、アフリカゾウといった様々な生き物が厳しい自然の中で紡ぎ出す命のド
ラマを最新鋭の技術でとらえる。ベルリンフィルハーモニー管弦楽団の演奏に乗せて映し
出される映像は圧巻。アース・ビジョン地球環境映画祭HPより

①自らもあの虐殺の現場を生き抜き、多くの家族を失ったというエリック・カペラ監督が
虐殺から10年が経過し、あの悲劇の記憶を風化させないために……と描いたドキュメンタ
リー作品
②ゴリラの住む山の麓でカメラマンの到着を待つ撮影中の映画監督。突然、目の前の森か
らラジオの音が。驚く監督を、子供たちが大喜びである男の元へ引っ張っていくと、そこ
には…。現地上映では笑いの渦に包まれた偶然が生んだ心温まる笑いと希望のドキュメン
タリー。シネマアフリカHPより

4

フィリピンのゴミ山で暮らす子供たちを見つめ続ける四ノ宮浩の最新作『BASURA バスー
ラ』がついに完成。第一作『忘れられた子供たち　スカベンジャー』を通じて出会った登
場人物たちの足跡を辿ることで、フィリピンの今とゴミを取り巻く様々な問題の根の深さ
を描く。公式HPより

6
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夫からHIVに感染したアンナは、夫を亡くした翌年、村の病院でポムと出会い結婚。
平日は村で魚や蛙などの行商人として働き、農繁期ともなると、農作業に精を出す。
２人はさまざまな悩みを抱えながらも、感情をかきたてることなく、心穏やかに日々を送
る。公式HPより。

16

15

彼女の名はサビーヌ

女優サンドリーヌ・ボネールが自閉症の妹に送る「映画」という「抱擁」。公式HPより

生きるということ(監督講演同時開催）

13

消えたフェルメールを探して　絵画探偵ハロルド・スミス

現存するフェルメールの作品は35点。しかし、「合奏」と題されたこの作品だけは今は見
ることができない。この映画は、フェルメールの盗まれた絵画を、スミスが生涯をかけて
犯人捜査にあたったドキュメンタリーである。公式HPより。

14

パラダイス・ナウ

パレスチナの幼馴染みの二人の若者が自爆テロに向かう48時間の葛藤と友情を描いた物語
です。

11

ガラパゴスのドラゴン

ガラパゴス諸島のイグアナたちの生存をかけた闘いの記録。世界の環境映像祭で数々の賞
を獲得したネーチャーフィルムの金字塔。アース・ビジョン地球環境映画祭HPより

12

カルラのリスト

500万ドルの懸賞金が賭けられた旧ユーゴ紛争の戦争犯罪人たち。彼らを追う国連検察官カ
ルラ・デル・ポンテ。カメラは世界で始めて国際刑事法廷に入りその" 国際正義" を貫く
彼女の活動をスリリングに描き出す。公式HPより

10

ミーアキャット

アフリカの大地に生きるミーアキャット。そのユーモラスで愛らしい姿と生きるための知
恵の数々を追う。アース・ビジョン地球環境映画祭HPより

 

  

Ｃ－３収支計画 

   別紙２をご参照ください。 
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Ｄ 交流交歓事業 

 Ｄ－１ 事業実施の考え方 

   交流交歓事業に参加する子どもたちが、地球市民の一人としての自覚に目ざめるようなプロ

グラムを実施します。在住外国人と、その在住外国人の出身国に居住した経験のある日本人の

体験談を通じて、文化や生活様式に関する比較の視点が持てるよう配慮した事業を実施します。

参加した子どもたちが、相互交流を通じて互いの「共通点」と「違い」に気づき、相対的な世

界観を養えるよう配慮します。 

 

 Ｄ－２ 平成 23年度事業提案内容 

  企画名：世界の教室 

12 回シリーズの本企画は、毎月 1 カ国、在住外国人とその出身国に在住した経験のある日本

人を招聘するものです。その国の出身者から、文化や伝統についてお話を頂き、その後、日本

人在住体験者の話を聞くことで、その国の文化等に対する母国出身者と日本人の異なる見方を

「知る」ことができます。また、関連の映像を「観る」ことで、さらに国の理解を深め、興味

をもって海外を「感じる」ことができる企画としました。 

   毎月のスケジュールは、別紙５参照。 

  

Ｄ－３収支計画 

   別紙２をご参照ください。 

 

Ｅ 地球市民学習事業 

 Ｅ－１ 事業実施の考え方 

    地球市民学習事業は、幅広い年齢層を対象に、世界的、社会的課題について広く周知し、地

球に住む一人として、それらの解決に必要な素養を身に付けることを目指す、非常に重要な事

業です。当会は、その目的を十分に踏まえた上で、県民のより広く且つ深い課題の理解につな

がるよう、工夫したプログラムを実施します。  

 

Ｅ－２ 平成 23年度事業提案内容 

①企画名： お天気お姉さんに聞こう！気候変動のなぜ。 

 内容： 温暖化、日照時間の減少、豪雨の頻繁化、台風やハリケーンの発生など、近年、地球上 

    には、気候変動による様々な事象が起きています。本企画では、天気の基本的な仕組みか 

ら、気候変動の原因に至るまで、お天気キャスターがわかりやすく解説します。そのうえ 

で、気候変動が日常生活に与える影響を考え、地球環境を守るために何ができるのかを探 

ります。  

対象：一般 

 場所：ワークショップルーム 

 講師：お天気キャスター  
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②企画名：沈みゆく島・ツバル  

 内容： 近い将来、海に沈んでしまうとい言われている、わずか 26k ㎡の島、ツバル。気候変動 

が与えるツバルへの影響を知ることは、地球全体で起きている気候変動の影響を理解す 

ることにつながります。その原因は、どこにあるのか、私たちの日常生活も振り返りな 

がら、ツバルの現実と地球環境のこれからを考えます。 

 講演に合わせて 2010 年 7月公開の映画、「Beautiful Islands」の上映も同時に行います。

この映画は、気候変動に揺れる３つの島を見つめたドキュメンタリー作品であり、その 1

つとして、ツバルの伝統文化や食文化が、気候変動によって失われつつある現状を描いて

います。講演と映画を通じて、ツバルの現状を知ることで、地球環境問題の 1 つを深く知

る機会にしたいと思います。 

 対象：一般 

 場所：ワークショップルーム 

 講師：    

 

③企画名： ラジオ体操で命を救う！ある日本人保健師の挑戦。 

 内容： マーシャル諸島にボランティアとして派遣された保健師は、離島で検診を行った際、 

大人の 98％に肥満、50％に糖尿病の疑いがあるという結果が出て愕然としました。 

何か手立てはないか、考えた末に行きついたのが、ラジオ体操でした。マーシャル 

版ラジオ体操の開発に奔走した日々と、保健師が見た途上国の健康問題に迫ります。 

 対象：一般 

 場所：ワークショップルーム 

 講師：保健師   

 

 

 ④企画名： アフガニスタンの女性たち ～未来を見つめて～ 

 内 容： 成人女性の識字率がわずか 5％といわれているアフガニスタン。国の再建は女性の肩 

     にかかっていると考えた 氏は、アフガニスタンの女性のための識字教育と職 

業訓練を行う学校建設を目指して、建設支援をする活動を日本で続けています。 

 2007 年に公開された映画「子どもの情景」は、学校へ行くことを夢に卵を売り歩く 

アフガニスタンの少女が、女性は学校へ行くことも勉強することも叶えられない現実 

を突きつけられながらも、通学できる学校を探して旅するという社会派の映画です。 

 講演と映画を通じて、アフガニスタンの女性の現状を知ることで、ジェンダーにつ 

いて考える機会にしたいと思います。 

 対 象：一般 

 場 所：プラザホール 

 講 師：   
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⑤企画名：日本の POP カルチャーと国際交流 

 内容： 近年、海外で大きな注目を浴びる日本の POP カルチャー。それらがどのように海外 

で受け入れられ、日本と他国の相互理解に貢献しているのかご講演頂きます。講師 

である 氏は、現在アニメ界で最も注目を浴びる脚本家であり、外務省派遣講師 

（ポップカルチャー）として日本の POP カルチャーを海外に広めてきた実績を持ち 

ます。今回は、 氏と POP カルチャー発展の歴史を振り返るとともに、POP カルチ 

ャーが国際交流に果たす役割について考えます。 

 対象：一般 

 場所：プラザホール  

 講師：    

 

⑥企画名： 国際緊急援助隊の使命と活動（企画展示とのカップリング企画） 

 内 容：Ｂ－２－イ 参照 

 対 象：一般 

 場 所：プラザホール 

 講 師：ＪＩＣＡ国際緊急援助隊事務局スタッフほか 

 

⑦企画名：世界遺産を旅する ～モン・サン・ミッシェルと日光の比較から～ 

（企画展示とカップリング企画） 

 内  容： Ｂ－２－ウ参照 

 対象：一般 

 場所：プラザホール 

 講師： など 

 

 Ｅ－３全国規模レベルの企画 

 ★「国際的あるいは地球規模の視点からの提言」をテーマとした講演会の実施 

とかく「国際」と名のつく分野は、行政が対応すること、あるいは専門家がやること、との

認識がまだまだ日本人一般には根強くあります。しかし実際には、食品の安全性や国境を越え

た環境汚染の問題など、海外の出来事はまさに私たちの生活そのものに影響を与えています。 

  そこで、国際的あるいは地球規模での視点から、日本の現状への提言や日本人のあり方、国

際人とはどうあるべきかなどを講演会方式で実施します。 

  講演者は、国際的あるいは地球規模の視点からご講演をいただける先生方にお願いする予定

です。下記にこれまで当会が講演をご依頼した先生方、あるいはインタビューをお願いした先

生方を参考として列記いたします。  

   ・    

・    

・     

・    
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Ｅ－４収支計画 

   別紙２をご参照ください。 

 

Ｅ－５ 平成 24年度以降実施予定企画 

①企画名：フィリピンの路上で生活する子どもたち 

内容：人口 9,200 万人のフィリピンには、現在、180 万人ものストリートチルドレンが存 

在するとされています。そして、その半数以上がマニラ首都圏に住み、道路の中央 

分離帯や線路沿いでの生活を余儀なくされています。本企画は、「NPO 国境なき子ど 

もたち」のフィリピンマニラでの活動を紹介し、合わせて、写真展も開催することで 

、子どもたちが抱える問題について理解を深めます。 

対象：一般 

場所：ワークショップルーム、写真展は、企画展示室。 

講師  

 

 

②企画名：あなたも救えるエイズ孤児の未来 

内容： エイズ孤児は、世界で 1500 万人に上ると言われています。アフリカ東南部のマラ 

ウイ共和国では、およそ 55万人のエイズ孤児がいると推定されており、深刻な問題 

となっています。本企画では、マラウイ共和国で孤児のために活動した海外ボラン 

ティアの取り組みと、その活動と結びついた日本の高校生たちの支援活動を通じて、 

日本にいてもできる「国際貢献のカタチ」を考えます。 

対象：一般 

場所：ワークショップルーム 

講師：マラウイ共和国ボランティア経験者  

 

 

③企画名：子どもに希望はないのか？少年・少女兵の現実 

内容：豊富なダイヤモンド産出国であるアフリカ・シエラレオネ。そのダイヤモンドを巡って長

い間内戦が続き、少年少女も戦場へと駆り出されました。そのシエラレオネで元新聞記者

の 氏は、銃を持つ少年少女を丹念に取材しています。アフリカで何が起こっているの

か、子どもたちが直面する現実にも目を向け、理解を深めます。 

対象：一般 

場所：   

 

Ｆ ビエンナーレ国際児童画展開催   

 1981 年から継続して実施されている当事業の理念をしっかり理解し、作品の募集・審査、表彰

式の開催、展覧会の開催、作品集の作成・頒布、デジタルミュージアムのホームページ運営など、

これまでの運営を継続実施しますが、さらに、巡回展及び応募作品の活用について、以下のよう

なサービス向上に努めます。収支計画は、別紙２をご参照ください。 
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★県内の巡回及び県外への貸し出しを増やします。 

県内はもちろんのこと、神奈川県が 30年来取り組んでいる事業を他県にも知らしめるす 

ばらしい企画です。当会の全国ネットワークを活用し、県内及び県外ともに１０％の巡回及び

貸し出し増を目指します。 

 

★海外での展覧会を企画します。 

   当会のネットワーク（ラオスやマラウイなどの独自事務所、中華青年連合会や韓国青年団体

協議会との関係、青年海外協力隊の派遣国等）を駆使し、海外での展覧会を実施することで神

奈川県のアピールにつなげるとともに、更なる作品の応募増に寄与できるよう努力します。 

 

Ｇ 展示運営・展示ボランティアの運営 

① 常設展示室等運営 

ア 一般観覧者、学習プログラム及び各種研修・視察への対応 

（ア） こどもの国際理解展示室、国際平和展示室、こどもファンタジー展示室での入館者へ

の対応 

こどもファンタジー展示室および映像ホールの対応として１名を配置し、こどもファ

ンタジーのエアクッション型遊具の管理として１名を配置します。さらに、国際平和

展示室およびこどもの国際理解展示室の対応で１名を配置することにより、各種来訪

者への対応も合わせて実施することが可能です。 

 

  イ 展示施設、設備の運営 

（ア） こどもの国際理解展示室、国際平和展示室、こどもファンタジー展示室の施設・設備

の運営 

施設・設備の運営についてはこれまでの運営を継続しながら、施設・設備を長く使

用できるよう、メンテナンスに努め、安全・衛生をモットーに運営いたします。 

（イ） 各展示準備室、ボランティアルーム（ボランティアの控室）、収蔵庫及び特別収蔵庫の

運営 

       こどもの国際理解展示室や国際平和展示室の収蔵品の運営については、適宜（四半

期に一度程度）展示品の入れ替え等を実施するとともに点検を行い、長く使用できる

ようメンテナンスに努め、安全・衛生をモットーに運営いたします。 

 

  ウ データ及び機器の更新  

    常設展示のパネル展示のデータ及び解説は、毎年、ユニセフのこども白書や統計局のホー

ムページなどを参考に更新します。また、モニタープログラム等のデータ及び解説は３年ご

とに、その分野（環境、農業等）ごとの最新データを収集し更新するとともに新たな情報を

織り込みます。また、各展示室の機器については、県と協議の上、更新します。 

 

② 展示ボランティアシステム運営 

   常設展示室におけるボランティア皆様の活動は、大きな戦力となっており皆様のご協力な

しには運営ができない状況に陥る可能性もあります。重要な人的リソースであることを充分
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に認識し展示ボランティアシステム運営を推進します。 

 

ア 展示ボランティアの募集、基礎・専門研修の実施 

   現在、５５名の展示ボランティアの皆様が登録し、常設展示室の運営に関わって頂いてい

ます。これまでのボランティアの募集を継続し施設に関連する基礎研修、幼児教育や平和教

育等に関する専門研修を実施し、質の維持・向上に努めます。 

 

   イ 展示ボランティアの活動に対する支援及び指導等 

   ★ボランティアの皆様の学習のためのセミナーを年１回開催します 

    展示ボランティアの皆様が活動しやすい環境づくりを支援するとともに、幼児教育や平和

教育に関するボランティアの皆様のための研修等、あるいはボランティアの皆様からのリク

エストにお応えするセミナー等を最低年１回は開催し、ボランティア活動の専門分野におけ

る向上やインセティブを持っていただけるよう努力します。 

  

 ③収支計画 

  別紙２をご参照ください。 
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Ｈ 校外学習の受入等 

  ア 教員等からの校外学習相談への対応 

    校外学習に関する教員等からの相談には、まずは何を必要されているのかをしっかり聞き

取り理解することが大切です。当会ではこれまで長年にわたり開発教育・国際理解教育に取

り組んできた経験を充分に活かしながら丁寧な相談対応を行います。 

 

  イ 来館前後及び来館当日の学習指導案づくり 

    上記ア同様、当会では長年にわたり開発教育・国際理解教育に取り組み、独自の教材（協

力隊体験伝えよう１・２、地球生活体験学習教材 6種類）を有するとともに、様々な手法（独

自教材のマニュアルなどを使って）を駆使できる職員や関係者もいることから、ニーズに応

えられる指導案作りが可能です。さらに現在プラザが有する多種多彩な収蔵物を使用しなが

ら学習案作りに努めます。 

また来館後は、ビエンナーレ事業に連携させる、あるいは常設展示に個人で来館させるよ

うな事後活動へとつなげます。 

 

  ウ プラザ施設を活用した体験的な国際理解教育プログラム等の実施 

   ★JOCA 地球生活体験学習教材を活用し、実体験に基づいた国際理解教育を実施します。 

    当会は、青年海外協力隊の実体験に基づき、開発途上国の写真や絵を見ながら、その国の

人々がどんな暮らしをしているのか、生活上の問題は何か、を一緒に考えるワークショップ、

地球生活体験学習を実施します。これまで、「ちがい」、「愛」、「平等」、「命」、「生きる」、「環

境」のテーマで６教材が開発されています。 

参加型学習法を取り入れた地球生活体験学習によって、地球に生きる 1 人として自分を見

つめなおし、世界の現状に対して眼を向けるきっかけ作りを行います。対象は、小学生から

一般まで幅広く対応できます。また、海外ボランティア経験者の体験談と合わせ実施するこ

とで、より深い理解につなげていくこともできます。（別紙６参照） 

 

  エ 校外学習受け入れ促進の実施 

★旅行会社と連携し修学旅行生の校外学習受け入れ促進を行います。 

   旅行会社の企画として、ＪＩＣＡ地球ひろばを訪問する修学旅行生が、全体（年間約 8,000

名）の約 40％を占めています。大半が中・高校生の数人単位のグループ学習ですが、一学年

まとめて訪問する場合もあり集客力アップにつながる可能性があります。 

また、文部科学省の「青少年体験活動総合プラン」の一環である自然体験活動リーダーや

救命技能認定証などの資格を取得することで、修学旅行生の受入れ機関としての信頼が高ま

ることから、配置する職員２名については資格取得者を配置し、受入れ促進に努めます（当

会が、指定管理者として運営している鹿児島県アジア・太平洋農村研修センターの配置職員

は全員が取得済みです）。 

 

 オ 収支計画 

   別紙２をご参照ください。 
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I 当会が提案する指定管理事業 

 Ｉ－１ アウトリーチ事業 

① ＪＯＣＡ国際理解教材「ワールドボックス」を利用した出前講座 

当会では、日用品、教科書、民族衣装、おもちゃなど、それぞれの国の文化を紹介するための

ボックス（衣装ケース 1 個分）を 46 ヶ国分所持し、ワールドボックスと名づけ開発教育の教材

として貸し出しています。このボックスは、 国別、テーマ別、民族衣装のみの個別の教材とし

ても使用できるよう、同じアイテムでそろえられているのが特徴です。 
そこで、神奈川県内の学校や公民館へワールドボックスなどを利用して、これまでの開発教

育・国際理解教育の経験を活かし出前講座を実施します。基本的には、職員を派遣しますが、相

手側からの要望（外国人の希望や特別な技能者を希望）にはできる限り応えられるよう、当会本

部職員もしくは青年海外協力隊神奈川県ＯＢ会のメンバーなど、人的リソースを活用し質の高い

出前講座に努めます。 
 

② 神奈川県森林づくり定着型ボランティア事業との連携 

当会が実施する上記事業が足柄上郡松田町で行われています。年に数回、森林保全のための

間伐や植栽を行うとともに、町内の農家でのイモ掘りやお祭りに参加するなど、県民との交流

に力を注いでいます。 
そこで、プラザにおいても参加者を募集し、イベントに参加していただきながら、神奈川県

が推し進める環境保全についての理解を促進する交流を行います。 
    
Ｉ－２ 展示企画案 

①企画名：あーすぷらざインフォメーションツアー 

    企画内容：毎週土・日曜日、いずれかの午後 1回、クイズやお話を交えながら、プラザの案 

内を実施するとともに、様々な展示物や収蔵品を利用してクイズ等のゲームを行

い、国際理解や多文化理解につなげます。英語での説明が必要な場合にも対応し

ます。 

     対象：一般と外国籍県民 

場所：館内 

 

②企画名：あーすキャンドルナイト（年 1回あるいは 2回） 

    企画内容：夏至あるいは冬至の日、夜 8時から 10時まで 2時間、電気を消してスローな夜を 

    過ごす、キャンドルナイトを実施します。100 万人のキャンドルナイトは 2006 年 

からキャンドルナイト実行委員会が結成され各地で実施されています。プラザの

電気をオフにしてキャンドルを見つめながら、ある人は省エネを、ある人は平和

を、ある人は身近な人を思いながら、一人ひとりが静かな時間を過ごすイベント

として提案します。 

    対象：親子、夫婦、友人、恋人同士 

場所：館内指定管理区域 

その他：実施にあたっては、管轄の消防所の許可、防火対策等、事前準備および事後処理 

  を的確に行います。 
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③企画名：世界のお化け大集合大会（夏休み 2回程度開催） 

    企画内容： お化けは日本だけではなく、世界各国に存在するこわ～い存在です。実施にあ

っては、県内在住の外国人の皆さんから出身国のお化け情報を入手し、実行委員

会を立ち上げます。兵庫県加西市では、市のお祭りである「さいさいまつり」に

おいて、毎年おばけ屋敷大会を実施し好評を得ていますので情報交換も可能です。

各国のお化けの紹介から、異文化理解の機会とし、チャレンジ精神の育成と夏休

みの思い出づくりになればよいと思います。開催にあたっては、時間外の施設使

用、年齢制限、往復の親の同行、ケガ等への対応など、事前準備をしっかり行い

実施いたします。 

     対象：小学生 

場所：かけ橋通路あるいは企画展示室 

   

Ｉ－３収支計画 

  別紙２をご参照ください。 

 

J 指定管理事業以外の自主事業 

  ①企画名：「地球はたったひとつの宝物」 

企画内容：オリエンタルランド「海賊グッティーズ」による地球の大切さを伝える家族参加

型ライブショーを実施する。テーマは、気候変動。北極の熊の様子を通じて、北極で

現在起こっていることや、地球温暖化について地球と太陽の絵を使いながら、子ども

たちにわかりやすく環境問題を伝える。 

  対象：幼時 

  場所：ワークショップルーム 

 

②企画名：さぁ、やってみよう！「あーす田んぼ」で田植え。 

   企画内容：アースプラザ裏手にある花壇周辺に、特設田んぼを設置し、5 月に田植え、10 月

に収穫、脱穀まで一連の作業を小学生以下の子どもたちに体験してもらいます。最

後は玄米として、自分で作ったお米を自分で食べてもらうことで、お米の成りたち

を体験的に理解し、食のありがたみを知ってもらう機会を作ります。稲が成長する

間は、夏休み期間等を活用し田んぼの観察会や写生会を開き、お米の歴史や、食べ

方、世界のお米について学習するワークショップを開催します。 

    対象：小学生（年間を通じて参加できる参加者を公募する） 

場所：アースプラザ裏手花壇周辺 

 

③収支計画 

  別紙２をご参照ください。 
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② 情報・相談センター事業 

  映像ライブラリーは、大人向けの映像ライブラリーと、子どもが本や雑誌及び映像をみるため

のスペースとして改造します。ライブラリー設置の趣旨を充分に理解して、機能的なライブラリ

ー運営に努めます。尚、収支計画は、別紙２をご参照ください。 

  ア 映像・図書資料の収集整備  

 ★子供向けの本、雑誌、映像の収集を積極的に行います 

  こどもコーナーの拡充に伴い、子供向けの本、絵本、映像を増やし、本を読む楽しさや読書

のきっかけ、異文化理解に努めます。 

 

 イ 来館者の図書の貸出及び視聴覚資料の視聴サービスの提供と、ウ図書管理システムの運営

管理 

  司書資格保有者を数名確保し、図書の貸出し、視聴覚資料の提供、更には新たな図書や視聴

覚資料が届いた際は、ライブラリーへの広報とメルマガなどにも掲載し、来客増加に努めます。 

 

 エ 映像視聴システムの管理運営 

  映像視聴システムについては、カウンターでコントロールする運営方法を改め、利用者が受

け付けカウンターで視聴希望の DVD やビデオを受け取り、座席に設置した DVD/ビデオ一体型デ

ッキをセットする方法に変更します。受付カウンターのモニターにより視聴状況を確認できる

ようにすることと、機材の取り扱いについてしっかりマニュアルを作成し徹底します。 

 

 オ こどもコーナーの運営 

  映像ライブラリーの入り口付近のこどもコーナーを拡充し、より使いやすくオープンなスペ

ースとして活用します（別紙７参照）。子どもが自由（ねっころがったり、ひじをついたりなど）

な姿勢で本が読めるよう、マットを敷いて対応するとともに、受付から必ず見通せるよう設置

して安全配慮に努めます。 

 

 Ｂ 外国籍県民支援事業 

  県内の外国籍県民が１７万人以上となる神奈川県において、外国人籍県民への支援は重要な事

業の一つです。これまでの事業運営を基本に、当会が持つリソースを活用し、更なる事業の活性

化を目指します。 
  当事業実施にあたっては、ＮＰＯ法人かながわ外国人すまいサポートセンターやＮＰＯ法人多 
言語社会リソースかながわ（ＭＩＣ）などの民間団体との連携を充分に図り事業運営を行います。 
尚、収支計画は、別紙２をご参照ください。 

 

ア 外国籍県民生活支援等に関する情報の収集整備 

   これまで収集された情報の更新と新たな情報収集（他自治体のガイドや日本語教材等）に努

めるとともに、情報の整理と提示について更なる工夫を加えよりよい情報提供に努めます。 
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イ 外国籍県民相談事業 

   外国籍県民にとって、生活上解決が必要な諸問題に対し適切な情報を提供・助言を行うとと

もに、川崎県民センターや県央地域県政総合センター県民の声相談室への人材派遣によるアウ

トリーチ事業を適正に実施します。 
 

（ア） 相談窓口事業 

 これまでの言語数や運営方法を基に事業を展開しますが、更に下記の工夫を加えます。 
★外国語で日常会話のできる職員の配置 

  当会は、青年海外協力隊経験者を中心とした人材・職員を豊富に抱えていることが特徴の

ひとつです。英語、フランス語、その他の特殊言語を含め、何らかの外国語が日常会話とし

て話せる人材を配置し、日頃より外国籍県民に対する開放された事務所づくりに努め、質の

高い相談窓口業務へ導入できるよう努力します。特に、英語、中国語、スペイン語について

は、相談員レベルの能力のある職員を配置します。 
また、近年ニーズが増加している、インドシナ地域（カンボジア、ベトナム、ラオス）関

係の語学を話せる職員を積極的に配置しますが、配置不可の場合は本部より応援する、ある

いは神奈川県内の協力隊帰国隊員等の支援を得てできる限りの対応し、県民へのサービス向

上を図ります。 
 

（イ） 連絡会の開催 

 ★年２回の連絡会の開催 

  「多文化ソーシャルワーカー」の育成など、神奈川県では積極的な外国籍県民への支援を

県民とともに作り上げるための施策が実施されています。しかし、課題は多様化しており（こ

れまでは婚姻についての相談が離婚になるなど）そのためのケーススタディなどが必要とな

っています。その内容を踏まえると、入国管理局や区役所等とのきめ細やかな情報交換が更

に必要となることから、最低半期に 1 度の連絡会を開催し、事例収集と研究を重ね、より的

確な情報提供に心がけます。 
 
（ウ）研修会の開催 

   ★最低 2名の職員を「多文化ソーシャルワーカー」として配置します 

    平成 23 年 1 月から 3 月まで開催されるであろう「多文化ソーシャルワーク実践者講座」を

配置予定 2 名の職員に受講させ、平成 23 年度 4 月からの業務実施に備えます。また、配置す

る職員は、青年海外協力隊の訓練所あるいは在外での JICA ボランティア調整業務に従事し、

相談業務について精通した職員（すでにメンタルヘルスやコーチング等の講座受講者）を配

置することで、相談員へのアドバイスが可能な体制作りに努めるとともに、ご指示の通り年 5
回以上の研修会を開催します。  

    また多文化ソーシャルワーカーは、近年必要性が高まっている「ワンストップサービス」

の充実を図るためにも、日頃の情報収集と事例を集約し、上記連絡会を活用しながら事例集

（対応マニュアル等）の作成に努めます。 
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   ★個人情報の取り扱いに留意した相談室の設置（別紙８参照） 

    現在の調査室を別紙８の通り改装し、更に充実した相談業務を実施するとともに、個人情

報の取り扱い（関係書類書棚の施錠、相談内容が漏えいしないためのドアの開閉など）には

充分留意し、適正な相談業務運営に努めます。当会は、平成 19 年４月にプライバシーマーク

を取得し、昨年 11 月には新たな規定のプライバシーマークも取得済みです。 
 
ウ 総合的な日本語学習等支援センター業務 

    教育に関する相談が、平均すると 1 日 1.5 回程度となり、当センターの役割が大変重要であ

ることがわかります。 
    これまでの事業運営方法を基本に、積み重ねられた知識と情報を集約し広く活用できるよ

う工夫し外国籍県民をはじめ学校教育や日本語教育等に関わる人々の情報センター的存在と

してセンターが機能できるよう体制作りに努めます。 
    当事業運営にあたっては、ユッカの会など、地域で活躍する外国人支援団体の皆さんとの

連携を充分に図り事業運営を行います。 
 
（ア） 教育相談事業 

    これまでの言語数や運営方法を基に事業を展開しますが、更に下記の工夫を加えます。  

★専門コーディネーターに学校教員経験者を最低 1 人採用します 
 教育相談において、学校の特徴や仕組みや子供の成長段階等を熟知した教員経験者を採用

し、相談の質と幅を広げます。 
 
（イ） 教材・情報の収集・提供（データベース化、インターネットの活用等） 

  ★「ゼロビギナー」への教材を作成し提供します 

   来館者向けの日本語関係の教材・情報の収集・提供を行うとともに、他県で使用している

教材も積極的に収集します。特に課題となっている「ゼロビギナー（全く日本語ができない

人）」対象の教材や情報提供については、当会が作成した語学教材「アクション」などを活用

するとともに、学習者のニーズに合わせた教材作成（例えば、特殊言語の簡単な日常会話集

の作成など）を当会のリソースをフル活用し実施したいと考えています。当会に所属する日

本マラウイ協会は、少数言語であるチェワ語辞典を作成しており、そのノウハウを活用しま

す。 
 
（ウ） アウトリーチによる支援活動 

専門コーディネーターによる教育現場での日本語学習や学校生活上の問題解決の支援はこ 
れまで通り実施するとともに、下記の工夫を加えます。 
★ 日本語の学習支援者獲得のためのセミナーを催します 

    教育支援おいては様々な課題が混在していますが、日本語学習支援が重要な課題であり、

更には、学習支援者の不足や高齢化、学習の場の運営などが喫緊の課題であることが、2007
年度に実施されたかながわ県国際交流財団のアンケートからも窺えます。。 
そこで、外語短期大学で蓄積した教育資源を活用し、当会の日本語教師資格習得者である

関係者による学習支援者の養成講座を教育委員会や学校等で実施したいと考えています。 
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（エ）ネットワークの構築 

   日本語学習等支援を実施する団体と相談者をつなぐコーディネート業務を円滑に進めるた

めの会議開催を実施するとともに、下記の工夫を加えます。 
 
  ★当会独自のプラザにおける日本語教室を開催します 

   上記（ウ）に記載の通り、学習支援者の不足や学習の場の運営に問題が生じていることか

ら、プラザにおいてＮＧＯ・ＮＰＯが実施する日本語教室でどうしてもカバーできない学習

希望者を対象に、当会の日本語教師資格習得者である関係者による日本語教室（夜の授業な

ど）を実施いたします。実施については、関係のＮＧＯ・ＮＰＯの皆様の情報や教材などの

ご支援をいただき、十分にご相談のうえ、不足を補うための日本語教室として実施いたしま

す。 
 
Ｃ 広報・情報発信事業 

 
ア プラザ施設・各種事業や地球市民学習に役立つ情報を掲載した機関誌の発行 

    現在発行されている「壁新聞」を年 3 回発行、月 2 回のメルマガ、催し物の案内やチラシ

などは継続して実施します。 
 
イ ホームページ運営等各種広報 

 ★プラザ専用のホームページを立ち上げます。 

   現在は、かながわ県国際交流財団のホームページの中にプラザのホームページが存在するよ

うなつくりになっていることから、プラザの位置付けがわかりにくくなっています。そこで、

当会のサーバーに新たなプラザ専用のホームページを立ち上げ、プラザ事業に特化したわかり

やすい広報を展開します。 

   ホームページは、プラザ職員が容易に情報の掲載が出来るように CMS（※）で制作し、情報更

新の即時性を高め、情報発信力を強化します。 

 

※CMS：コンテンツ・マネジメント・システムの略で、Web サイトを管理・更新できるシス

テムのこと。これを導入することで、管理者自身が、業者を通さずタイムリーに

サイトの更新、修正、追加ができる。 

 
ウ 複写機の設置 

    情報フォーラムに設置されている複写機はそのまま設置を継続します。 
 
Ｄ 情報・相談センター機能について、応募者からの提案による指定管理事業 

   （２）情報・相談センター事業については、★印が応募者からの提案による指定管理事業と

なりますので、よろしくお願いいたします。 
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Ｅ 当会が提案する自主事業 

   企画名：外国人相談フェア事業 
   外国籍県民をサポートするための公共サービスは、近年、徐々に充実化が図られていると言えます。

しかし、それらは、個別の機関によって、それぞれ別の場所で提供されるため、外国籍県民にとって

は、わかりづらく、言語の壁以外にも、移動にかかる時間や経費など、支援を受けるための労力が大

きな負担となっています。結果として、必要なサービスにタイムリーにアクセスすることが難しい現

状です。 
   当会は、この問題を解決し、外国籍県民がよりスムーズに公共サービスにアクセスできるよう相談

フェアを実施します。 
   実施にあたり、外国人をサポートする県内 NPO との協働を図るとともに、行政サービス支援、法

律支援、医療支援、住宅支援、労働支援、多言語支援を行う各公共機関の協力を仰ぎながら、全ての

公共サービス、あるいは、公共サービスを受けるための情報（医療など）を、プラザ一ヶ所で同日中

に受けられる仕組みを作ります。 
 
エ 収支計画 

   別紙２をご参照ください。 
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３）サポート・ネットワーク事業 

 
A NPO 等活動支援事業 

ア NPO 等が実施する企画・事業をサポートし、プラザの設立趣意に合致する事業に対し、活動場 

所の提供や広報・PR等を支援 

 
★他の自治体や県内民間企業の方々が使用できる施設として積極的に広報する 

    これまでの通り、NGO 等の企画事業を公募し、会場提供、広報協力など、事業企画をサポ

ートします。また、施設利用頻度をあげるためにも、自治体や県内民間企業の方々が使用で

きる（県との打ち合わせの上許可をいただく必要があります）施設としても積極的に広報し

たいと考えています。 
 
イ NPO、県民等からの相談対応 

    プラザ施設を利用し何らかの事業を展開したい団体や県民に対し、正しい情報を丁寧に伝

達するとともに、企画や実際の運営に対しても積極的なサポートを行います。 
 
ウ NPO 等が発行するニュースレター等の収集整理 

    映像ライブラリーや情報フォーラムの事業とタイアップして、これまでの情報の更新と新

たな情報収集に努めます。情報の動きがあれば、館内の提示とメルマガなどを利用しながら

情報普及に努めます。 
 
エ ラウンジの運営と、オ NPO 等専用の打ち合わせのための無料スペースの提供 

    大変に使用頻度の高いラウンジの運営については、安全と衛生に充分配慮し、気持ちよく

地域の方々や施設を訪れた方々にご使用いただけるよう心がけます。また、情報フォーラム

に設置されていたフォーラムスペースを、ラウンジの奥方に変更します。利用団体の登録や

貸出し受付などはこれまでの通り継続して実施します。 
 
カ ラウンジ内に設置された作業コーナーの利用調整 

    現在、ラウンジ内設置されている作業コーナー（印刷機、紙折り機、裁断機あり）、ロッカ

ー３０個の利用調整は、これまでの通り継続して実施しますが、ワークショップルームとの

関係を考慮し、現在の位置のまま継続することといたします。 
 
キ NPO、県民等の情報交換のための広報掲示板の管理運営 

    これまでの通り実施運営を継続するとともに、文字サイズの拡大化、外国人向けのかな表

示などわかりやすく親切な掲示に努めます。 
 
ク 収支計画 

  別紙２をご参照ください。 
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B NPO 等のための事務室運営事業 

    NPO や NGO が独立した事務所を持つことは、財政や法人格の問題などがあり大変難しい

のが現状です。そのような団体のために事務所スペースを提供することは大変重要であり、

団体活動としての基盤づくりに大きく寄与できる事業として積極的に推進していきます。 
 
ア 事務所の設置 

    別紙９のように１０部屋の設置を提案します。部屋の中には、事務机およびイスを一組、

電話回線を架設します。その他の机やイスは現在のフォーラムスペースで使用している物を

それぞれの団体が使用できるようにします。 
 
イ 利用団体の公募と、ウ 利用団体の選考 

    営利を目的とせず一定期間継続して国際交流や国際協力、異文化理解に関する活動が見込

まれる団体を公募します。また、選考のプロセスについては、知事の承認を得て公開するこ

ととし、その内容については、有識者や国際交流活動等実践者等で構成する選考委員会で決

定します。当会は、その基本案の作成や事務連絡等、運営が支障なく進行するようサポート

を行います。 
 
エ 利用団体の活動状況の把握と、オ 利用期間２年後の新たな公募および選考 
    利用団体が決定した後、特に１年目は様々な課題や改善点があると思われることから、状

況をしっかり把握し、できることは早めに改善しながら事業を運営します。３年目に向けて

は、それまでの利用状況を元に継続の意思等を確認するとともに、新たな団体の利用機会を

確保します。 
 
オ 収支計画 

  別紙２をご参照ください。 

 
Ｃ当会の提案する指定管理事業 

 

企画名：在日大使館と神奈川県内中小企業との情報交換会の開催 

    企画内容： 当会は、在日大使館との幅ひろいネットワークを有しています。各国大使館は、

日本企業による自国への投資を促進したいと考えています。他方で、日本企業は、

経済のグローバル化の進展に伴い、海外におけるビジネスチャンスを伺っていま

す。そこで、当会は、JETRO、商工会、青年会議所等の経済諸団体と連携のもと県

内に事務所を有する中小企業と、大使館との情報交換会を開催します。特に、

BRICs、VISTA 諸国など、日本企業が投資先として好む諸国との交流を促進し、税

制や労働法令等の海外進出に不可欠な情報のほか、必要な支援が得られるようサ

ポートし、ビジネスの機会を創出します。 

     対象：在日大使館と神奈川県内に事務所を有する中小企業 

場所：企画展示室 
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 収支計画 

  別紙２をご参照ください。 

 

Ｄ当会の提案する自主事業 

   
 企画名：ボランティア登録制度事業 

  昨今、社会に貢献したいと考える若い世代や、地域の身近な問題の解決に貢献したいと考える 
シニア世代が増えており、老若男女を問わず NPO 活動に対する注目が集まっています。しかし、 
興味があっても、何をしたらいいのかわからないという声が聞かれます。その一方で、NPO の多 
くは、人材不足に陥りやすく、団体の活動をサポートしてくれるボランティアを常に求めていま 
す。 
 そこで、当会は、今回新規にオープンするプラザ専用 HP に、ボランティア登録サイトを設け、 
ボランティアに興味を持つ県民に、希望するボランティアの内容や、自身の得意分野等を登録し 
てもらいます。プラザに登録した NPO は、住む地域や希望する活動内容で検索をし、団体にマッ 
チしたボランティアを探せる仕組みを作ります。 

NPO は、プラザより希望者の連絡先を聞き、直接連絡をとることができます。 
 こうしたマッチングシステムを構築することで、ボランティア希望者個人と NPO 双方の必要な 
ニーズを満たします。 
 実施にあたっては、個人情報保護に十分配慮します。 
 
収支計画 

  別紙２をご参照ください。 

  
 
   
 
 
 
※ 以上の提案事業については、別紙１０として「平成 23 年度年間スケジュール」を添付

してありますのでご参照ください。 
 

 
 
 
 

 
（※）欄が不足する場合は、別紙を追加して下さい。 
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団体名 社団法人青年海外協力協会 

 

Ⅰ サービスの向上について 

ウ 事業の収支計画 

提案内容を実施するために必要な経費を記載してください。また、事業の収支バランスの安定

や事業の充実を図るための指定管理料以外の収入（事業収入、協賛金等）の確保方策や事業経費

節減の取組み及び利用料金収入の確保を図る取組みについて、記載してください。 
 
別紙２参照 

（※）欄が不足する場合は、別紙を追加して下さい。 
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団体名 社団法人青年海外協力協会 

 

Ⅰ サービスの向上について 

４ 安全管理について 

（１）日常時の安全管理について 

（通常の指定管理業務を行う際の事故防止等の取組みについて、記載してください。） 
 
 １）事故対応マニュアルの作成 

事故発生時に迅速に対応できるよう「事故対応マニュアル」を整備するとともに、施設利用者、

職員双方の安全確保のため、日頃のリスクマネージメントと安全意識の徹底を図ります。 
緊急時にマニュアルを確実に運用できるよう、職員への事前講習、日々の訓練等の教育を徹底

し、常時慌てる事無く確実な行動が取れるように万全を図ります。また、マニュアルには火災・

地震・台風・積雪・感染症への対応等、各災害の種類による対応策を明確に標記します。 
 
２）防災・防火 

消防法に基づく消防計画を取り纏めのうえ栄消防署へ提出するとともに、防火管理者を配置

の上、防災活動・消防訓練等を実施し、災害時を想定して常日ごろから危機管理意識を持って、

以下の防災・防火活動を行います。 
①横浜市や栄区全体の防災計画、消防計画の確認 
②地震発生直後の対応の確認 
③連絡体制も含めて、館内放送、避難誘導、スプリンクラーの作動、防火扉の使用法、消火活

動、エレベータの使用等災害時におけるオペレーションの確認 
④避難経路、避難場所等の確認 
⑤非常口、避難経路、火災報知器、消火器などの設置場所の周知 
⑥持出重要書類、重要データの管理 
⑦備蓄品、非常持出袋、ヘルメット等防護装備の定期的な点検 
⑧備品等の転倒防止 
⑨建築物に取り付けられた工作物の落下等により、避難通路が遮られるなど避難に支障が出な

い確認 
⑩消火設備、避難設備、警報設備、煙感知器の定期点検 
⑪帰宅時における照明・空調等の電気、厨房等の電源の確認、セキュリティシステムの確認 
⑫喫煙場所を設置しない 
⑬地震後の措置として、火気使用機器、消防設備、消火機器等の点検、市への報告等 
 

３）防犯 

横浜市栄区では、「だれもが安全で安心して暮らせる街づくり」を目指して、「栄区安全・安心ま

ちづくり推進協議会」を設置して地域と連携した防犯活動を進めています。プラザの運営に際して

も、地域と連携しながら以下のような防犯対策を推進します。 
①地域全体の防犯体制の確認、防犯会議等への参加 
②施錠・開錠、セキュリティシステムの確認 
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③連絡体制も含めて、不審者・不審物への対応、盗難・強盗等被害時の対応、脅迫電話の対応、

けんかの対応、現行犯逮捕取り扱い等について確認。 
④犯罪遭遇後の市への報告 
⑤防犯上、プラザ開館時には常時 3 名以上の勤務体制をとります。 
 

 ４）設備の定期点検 

 建築基準法、電気事業法等の関係法令に基づく設備の定期点検を行い、事故の未然防止に努め

ます。 
 

５）新型インフルエンザ、未知のウイルスの脅威への対応 

  新型インフルエンザについては、以下の予防対策をとります。 
 ①手洗い、うがいの徹底とマスク着用の奨励 
 ②センター入り口や施設内数カ所への消毒液設置 
 ③熱などの症状がでた利用者の行動制限 
 ④近郊の病院との連携 
  
 また、施設利用者や職員が、未知のウィルスの脅威に対応できる様、常日頃より衛生環境保持

の徹底、専門知識の共有、適切な対処法の熟知に努めます。脅威となるウィルスが公表された場

合は、速やかに神奈川県衛生研究所等の講習を受け、情報の収集及び共有を行い、対策を実行し

ます。 
 
６）その他 

遺失物・拾得物の取り扱いは、必要に応じてマニュアルを作成し、適正処理を行います 
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（２）緊急時の対応について 

（事故等の緊急事態が発生した場合の対応について、記載してください。） 
 

緊急時は、整備する「事故対応マニュアル」に基づく対応を迅速に行います。基本的には以下の

図を初動とします。全てを県に報告し、必要な場合は対応の方法も協議させていただきます。緊急時

以外の平常時においては、関係法令に基づいて消火設備、防犯設備、火器周辺、施設内危険箇所等の

点検を適時行います。 
 

緊急連絡体制

第1発見者あるいは、

通報を受けた職員

栄警察署

総合病院

栄消防署

関係業者等
館長

被害者・病人等がいる場合、

その家族、所属先

勤務中の職員

館内（必要であれば）

神奈川県

県民部 国際課

青年海外協力協会

総務部

株式会社金港 本社

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（※）欄が不足する場合は、別紙を追加して下さい。 
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団体名 社団法人青年海外協力協会 

 

Ⅱ 管理経費の節減 

○収支計画 

 別紙１１参照 
 

（※１）事業収入や協賛金等指定管理料以外の収入の具体的な内訳について、別途作成してください。 

（※２）事業費については、次ページの内訳書「事業費」を作成してください。 
（※３）人件費については、10ページの内訳書「人件費」を作成してください。 

（※４）別紙３リスク分担表に記載のとおり、原則として 100 万円未満の修繕は、指定管理者が負担す

ることとしていますので、ご留意ください。 

（※５）区分欄は、適宜追加して、できるだけ詳しく記載してください。 

（※６）欄が不足する場合は、別紙を追加してください。 
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団体名 社団法人青年海外協力協会 

 

Ⅱ 管理経費の節減 （内訳書「事業費」） 

「神奈川県立地球市民かながわプラザ指定管理者業務の基準」の「２ プラザ事業に関する業務の

基準」に記載した(1)ＡからＪまで、(2)ＡからＥまで、(3)ＡからＤまでを、項目毎（(1)Ａ展示学習

事業、(1)Ｂ展示企画事業･･･）に、「Ⅰ サービスの向上について ウ 事業の収支計画」のページと

一致するよう平成 23年度の金額を記載してください。 

 
事業費 （単位：千円） 

事業名 金 額 

(1) Ａ 展示学習事業 360 

(1) Ｂ 展示企画事業 5,936 

(1) Ｃ 映像ホール事業 1,760 

(1) Ｄ 交流交歓学習事業 440 

(1) Ｅ 地球市民学習事業 1,700 

(1) Ｆ ビエンナーレ国際児童画展開催 2,800 

(1) Ｇ 展示運営・展示ボランティアの運営 1,482 

(1) Ｈ 校外学習の受入等 0 

(1) Ｉ 応募者からの提案による指定管理事業 330 

(1) Ｊ 学習センター機能についての自主事業 0 

(2) Ａ ライブラリー事業 1,920 

(2) Ｂ 外国籍県民支援事業 10,550 

(2) Ｃ 広報・情報発信事業 3,600 

(2) Ｄ 応募者からの提案による指定管理事業 0 

(2) Ｅ 情報・相談センターの自主事業 0 

(3) Ａ ＮＰＯ等活動支援事業 300 

(3) Ｂ ＮＰＯ等のための事務室運営事業 300 

(3) Ｃ 応募者からの提案による指定管理事業 130 

(3) Ｄ サポートネットワーク事業の自主事業 0 
映像ホール、映像ライブラリー、情報センターの改

装と設備費 
18,881 

合 計 50,489 
 

（※１）欄が不足する場合は、別紙を追加してください。 
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団体名 社団法人青年海外協力協会 

 

Ⅱ 管理経費の節減 （内訳書「人件費」） 

平成 23年度の内訳を記載してください。 

 

（１）職員数内訳  （館長 1 名  常勤職員 26 名、非常勤職員等（アルバイト等）4 名） 
    
     
（２）給与     計 79,576,800 円     
  ア 館長             小計 5,976,000 円 

給与     単価 300,000×1 人×12 か月＝3,600,000 円 
手当         98,000×1 人×12 か月＝1,176,000 円              

賞与   年額  1,200,000 円 
   

  イ 常勤職員：主任        小計 17,112,000 円 
給与     単価 228,000×3 人×12 か月＝8,208,000 円  
手当         59,000×3 人×12 か月＝ 2,124,000 円  

  ボーナス等   年額 912,000×3 人＝2,736,000 円  
     給与     単価 337,000×1 人×12 か月＝4,044,000 円 
 
        常勤職員：職員Ａ       小計 29,280,000 円 

給与     単価 203,000×10 人×12 か月＝24,360,000 円  
手当         41,000×10 人×12 か月＝ 4,920,000 円  

      
    常勤職員：職員Ｂ       小計 23,234,400 円 

給与     単価 148,700×6 人×12 か月＝10,706,400 円   
  給与     単価 174,000×6 人×12 か月＝12,528,000 円 
   

ウ 非常勤職員等（アルバイト等） 小計 3,974,400  円     
     非常勤職員等 単価  82,800× 4 人×12 か月＝3,974,400 円    
                
     
（３）法定福利費     計  8,680,275 円 
  ア 館長      小計  894,229 円 
  イ 常勤職員    小計 7,786,046 円       
 
（４）交通費      計   4,334,725 円 
  イ 常勤職員    小計 3,694,405 円     
  ウ 非常勤職員等   小計  640,320 円 
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団体名 社団法人青年海外協力協会 

 

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

１ 人的な能力について 

（１）執行体制について 

ア 運営組織の構成と考え方について 

（指定期間を通じて効果的・効率的に指定管理業務を行うための人員の確保や配置等の状況、

業務の一部を委託する場合の管理・指導体制の状況など、運営組織の構成と考え方について

記載してください。その際、組織図を示して記載してください。特に、知識・経験を有する

責任者や指導的立場に立つ職員の配置は明確に記載してください。） 
 

図表 2：組織図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・シフトによる人員の不足を補完 

 

・ライブラリー事業関連業務 

（※司書 2名対応） 
・外国籍県民支援事業関連業務 

・NPO等活動支援事業 

・NPO等のための事務室運営事業 

・催事の実施 

・展示の運営（※受付、案内担当 2名配置） 

・校外学習の受入れ 

・その他 

・サポート・ネットワーク事業関連業務 
・貸出施設利用受付（※常時 1名配置） 

・広報・情報発信 
・施設安全監視 

・利用料金の収納業務 

・経営会議 

【庶務・経理・広報業務】（計６） 

主任（１） 

  施設管理担当（２） 

  広報担当（１） 

  補助要員（２） 

【館長】 

統括管理責任者／プ

ラザ事業責任者（１） 

構成グループ 

【学習センター業務】（計７） 

主任（１） 

  企画管理担当（４） 

来館対応担当（２） 

施設管理責任者（１） 【環境維持管理業務】（計６） 

主任（１） 

  クリーンスタッフ（５） 

【保守管理業務】 

  ※業務委託 

 

(株)金港美装 

(社)青年海外協力協会 

アルバイト 

【プラザホール技術者】 

  ※業務委託 

【情報・相談センター／サポート・

ネットワーク業務】（計６） 

主任（１） 

  司書（２） 

  日本語学習担当（２） 

  NPO 活動支援担当（１） 

【安全監視業務】 

【常設展示室受付・案内業務】 

  ※業務委託 

・「巨人のくに」入口安全監視（1名） 

・常設展示室観覧者対応の受付、案内 

（2名） 
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 本業務の遂行にあたっては、プラザ事業の類似業務に関して実績を有する（社）青年海外協力

協会と、施設管理業務に関して実績を有する（株）金港美装がグループを構成します。それぞれ

の団体の強みを活かし、青年海外協力協会がプラザ事業業務を担当し、金港美装は施設管理を担

当します。構成グループ内では定期的に経営会議を開催し、プラザの 2 つの使命と 3 つの機能

の効果的・効率的な推進に努めます。 
 館長 1 名が統括管理責任者としてプラザ全体の運営・管理を統括し、その下に業務毎に主任 1
名を配置してスタッフの管理と各業務の調整を行います。プラザ事業及び施設の運営については

館長以下職員 20 名の体制で行い、必要に応じてアルバイトの雇用によって人員の補充を行いま

す。プラザホールの運営管理については、専門業者への業務委託で対応します。 
施設管理については館長の管理のもとに責任者を 1 名配置し、環境維持業務を計 6 名の体制

で行います。保守管理業務については当該業務に関する能力の高い業者への委託とします。施設

管理にあたっては、建設後 12 年が経過した建物の延命化に十分に留意します。 
人員の配置、業務委託等、体制の詳細については図表２を参照ください。また、シフト表を別

紙１２として添付しましたのでご参照ください。 
 

イ 組織運営に必要な職員の職能と人数について 

   （運営組織に所属する職員に求められる職能、人数、ＰＲしたい職員の経歴等を記載してく

ださい。） 
 
  （１）館長（1 名） 

 ＪＩＣＡボランティア及び海外でのボランティア調整員経験者で、国内においては、研修

や訓練等における管理経験、あるいは指定者管理施設の管理業務経験などを有する者を配置

します。語学については英会話に支障がないことを前提に、出来るだけ他の言語についても

能力を有する者とします。 
 

  （２）常勤職員 主任（4 名） 
ＪＩＣＡボランティア経験者であり、ボランティア調整員あるいは訓練所での経験を有

し、部下数名を取りまとめながら、各セクションの業務を遂行させることができる職員を

配置します。語学については、外国籍県民相談の相談員ができる能力を持つ、英語あるい

は中国語ができる職員を 1 名配置します。また、神奈川県に在住する外国人への対応を考

慮し、中国語、英語、スペイン語、ポルトガル語、ベトナム語などに関して能力を有する

者とし、コンピュータ操作については Word、Excel 等のソフトを十分に使用可能な者とし

ます。 
また、清掃関連業務を取りしきることができ清掃の専門技術を持った者を 1 名配置しま

す。 
 

  （３）常勤職員 A（10 名） 
ＪＩＣＡボランティア経験者で、開発教育や国際理解教育に関する知識がある者、また、

司書や日本語教師などの専門の知識を有する職員を配置します。語学については、外国籍

県民相談の相談員ができる能力を持つ、英語あるいは中国語ができる職員を 1 名配置しま
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す。また、神奈川県に在住する外国人への対応を考慮し、中国語、英語、スペイン語、ポ

ルトガル語、ベトナム語などに関して能力を有する者とし、コンピュータ操作については

Word、Excel 等のソフトを十分に使用可能な者とします。また、うち 1 名は司書資格保有

者を確実に配置します。 
 

  （３）常勤職員 B（12 名） 
 国際交流・国際協力事業に関する実務経験を問わず、当該事業に興味・関心があり、且つ

英語をはじめとする外国語にある程度の能力を有するものとします。Word、Excel 等のコ

ンピュータソフトの操作能力のある者を配置します。1 名は司書資格保有者とし、常勤職員

A の司書職員を補佐します。 
 また、神奈川県在住者を積極的に採用し、本プラザ事業への県民の直接的な参画促進を図

ります。 
 さらに、清掃に関する訓練等を受けた専門の職員を 6 名配置します。 
 

  （４）非常勤職員（4 名） 
 国際交流・国際協力事業に関する実務経験を問わず、当該事業に興味・関心があり、且つ

英語をはじめとする外国語にある程度の能力を有するものとします。Word、Excel 等のコ

ンピュータソフトの操作能力のある者を配置します。 
また、神奈川県在住者を積極的に採用し、本プラザ事業への県民の直接的な参画促進を

図ります。 
 

（５）ＰＲしたい職員   

所長。ＪＩＣＡボランティア及び海外でのボランティア調整員（ＪＩＣＡボランティアの

指導・安全管理、配属先調査、相手国との交渉等が職務）を数カ国経験し、国内においては、

当会の支部長および指定管理者の施設での所長経験を有しています。 
豊富な海外経験とボランティアへの指導やカウンセリングについては充分な経験を有し信

頼に値する人物です。プラザ業務では、外国籍県民の方々とのコミュニケーションや細かな

心遣いなどが必要ですが、充分に配慮できる最適な人物であると確信しています。語学は西

語が得意ですが、英語でも充分に対応できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（※）欄が不足する場合は、別紙を追加して下さい。 
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団体名 社団法人青年海外協力協会 

 

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

（２）人材育成等について 

（指定期間を通じて安定して指定管理業務を行うための人材育成や職員採用の取組みについ

て、記載してください。） 
 

ＪＩＣＡボランティアで培った経験をプロ集団のスキルとして社会に通用するものとするため

に、当会では下記のように配置する人材の養成研修を定期的に行っています。特に、接遇時に配

慮する点は、「相手の立場になって考える」という考え方に基づいています。 
また、適材適所の研修では、ＰＣＭ（※）研修やプレゼンテーション研修など必要に応じ受講

させています。さらに、国が実施する国際緊急援助隊における業務調整員研修は、当会のみがＪ

ＩＣＡより許可を受け実施する研修であり、先だってのハイチ大地震においても、研修を修了し

た当会職員３名が即座に出発しました。常に国際情勢に関するセンスを磨くことを目的として、

日常業務においても国際交流・協力に関する国内外の情報収集や関連団体との情報交換を怠らぬ

よう努めています。 
 
    ※ＰＣＭ・・・プロジェクト・サイクル・マネジメントの略で、開発援助プロジェク

トの計画立案・実施・評価という一連のサイクルをいう。 
 
当会の職員研修一覧リスト 

研修名 研修期間 研修内容 研修担当 

ビジネスマナー 1 日 
接遇の基本、コミュニケーションの基本スキルを

通して相手の立場になって対応するスキルを習

得します。 

JAL 
アカデミー 

コーチングスキル 1 日 
受益者が自分で考え行動を起こすエンパワーメ

ントを引き出すスキルを習得します。 
コーチ 21 

メンタルケアスキル 2 日 
若者から高齢の方に接する際に、「共感」する重

要性を学び演習を通して、相手の心を和ませるス

キルを習得します。 

メンタル 
ケア協会 

開発教育スキル 1～3 日 
開発教育のファシリテーターとして必要な表現

力、伝達力等を、独自の教材と演習で習得します。 
自社プログ

ラム 
 

[新人育成３ヵ年計画モデル例] 
入社１年目→ビジネスマナー、コーチングスキル、 

メンタルケアスキル（入門）、開発教育スキル（入門） 
入社２年目→メンタルケアスキル（上級）、開発教育スキル(上級） 
入社３年目→現場の実践を通したスキルの向上とキャリアアップ 
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（※）欄が不足する場合は、別紙を追加して下さい。 
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団体名 社団法人青年海外協力協会 

 

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

２ 法令等を遵守する能力について 

（１）諸規程の整備について 

（法令等の遵守に対する団体の姿勢も含め、実効性を高めるために整備している体制や取組み

の内容を記載してください。） 
 

当会は公益法人として定款を定め、さまざまな諸規程については理事会での決済を経て決定さ

れています。総務においては、組織、文章・公印、旅費、人事については、服務（就業規則等）、

給与、退職金、福利厚生、経理においては会計などの規程を定めています。また、倫理等のガイ

ドラインとセクシャルハラスメントに関する規定や、一般労働者派遣に伴う派遣職員規程、資金

管理方針など、社会環境や事業拡大に伴い的確に諸規程を整備し遵守に努めています。 
さらに情報公開についても、ホームページへの掲載や資料閲覧などの促進に努めています。 

 
 
（２）個人情報の保護について 

（個人情報保護の取組みについて、記載してください。なお、指定管理業務で取り扱う個人情

報としては、主にカナガワビエンナーレ国際児童画展の出品票に記載する応募者や図書の貸

出サービス利用者の氏名、住所、電話番号等で、年間３万件程度をコンピュータ・台帳で管

理しています。） 
 

平成 19年 4 月に財団法人日本情報処理開発協会（JIPDEC）から、「プライバシーマーク」の付

与を認定され、平成 21 年 11 月には更新認定を受けました。特に当会では、個人情報に関する職

員研修に力を注ぎ、意識の向上と事故防止に努め、事故が発生した際の迅速な対応を重視してい

ます。プラザでの個人情報の取り扱いについては、下記の方針を準用し取り組みたいと考えてお

ります。 

 
１．個人情報の取り扱いについて 
 (1) 個人情報の取得と利用 

1) 個人情報を取得する場合は、事前に利用目的を明らかにし、本人の同意を得た上で取得しま

す。取得した個人情報は、その目的以外には使用せず、目的外利用をしないよう適切な措置を

講じます。 
2）当会は、採用応募者から取得した個人情報を採用の選考と連絡に、役員及び職員の個人情報

は人事管理等に、 また会員様から取得した個人情報を、個人会員への入会に係る申込内容の確

認、連絡および印刷物、事業案内の発送に、事業対象者様等から取得した個人情報を 以下の目

的のために利用します。 
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事業対象者様等に関する個人情報の利用目的 

1 国際協力・交流に関連する印刷物及び事業案内の送付 
2 国際協力・交流に関連するセミナー、イベント参加、講師派遣、その他事業にかかる申し

込み内容の確認、連絡 
3 国際協力・交流に関連する教材・出版物等貸し出し・販売にかかる確認、連絡 
4 国際協力・交流に関連する募集広報・選考・訓練研修その他の業務を受託した場合の実施

にかかる確認、連絡 
(2) 個人情報の委託 

当協会は、個人情報の取扱いを委託する場合は、十分な保護水準を満たした者を選び、契約等

によって保護水準を守るように定めた上で、指導・管理を実施します。 
(3) 個人情報の第三者提供 

当協会は、法令に基づく場合を除き、事前に本人の同意を得ることなく、個人情報を第三者に

提供いたしません。 
(4) 開示、訂正、削除、利用停止等の請求 

当協会は、開示対象個人情報について、開示等の請求があった場合には、遅滞なくこれに対応

いたします。開示等の請求に対応する方法は「開示対象個人情報の周知及び開示等の請求につ

いて」をご参照ください。 
2. 法令等の遵守 

当協会は、個人情報の保護に関する法令、国が定める指針、ガイドライン、その他の規範を遵

守いたします。 
3. 個人情報の安全管理措置 

当協会は、個人情報への不正アクセス、個人情報の漏えい、滅失又はき損などのリスクに対し

て適切な安全措置を講じます。また、何らかの問題が発生した場合には、速やかに是正措置を

講じます。 
4. 管理体制 

当協会は、個人情報保護管理者のもと、部門毎に責任者を任命して、適切な個人情報の管理を

実施します。また、役員及び職員に対して教育を継続的に実施します。 
5. 苦情・相談のお問合せ 

当協会への個人情報に関する苦情・相談については、下記の個人情報相談窓口までお問合せく

ださい。 
6. 個人情報保護マネジメントシステムの継続的改善 

当協会は、この方針を実行するため、監査の報告、社会情勢の変化等に基づいて、個人情報保

護マネジメントシステムを継続的に見直し・改善いたします。 
2005 年 11 月 21 日制定 

2009 年 4 月 1 日最終改訂 
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（３）その他について 

（指定管理業務を行う際の環境配慮への取組みについて、記載してください。） 
 

プラザが直接的に関ってくる環境への配慮については、省エネルギーと廃棄物があげられます。

したがって、管理運営にあたっては、公の施設の受託者として同計画に基づいて、環境への負担

が少ない持続可能な都市の形成に資するよう積極的に環境配慮に取り組みます。 
１）省資源・省エネルギー 

地球温暖化対策においては、温室効果ガスの排出源となるエネルギーの使用を削減する省エ

ネルギーの推進が重要であることから、管理運営にあたっては、積極的に省エネルギーに取り

組んでまいります。また、省資源は節水や紙の使用量削減の他、省エネルギーを通じて省資源

化を図ります。 
①エアコンの設定温度 

夏季はエアコンの温度を高めの 28 度に設定しクールビズを、また冬季は低めの 20 度に設

定しウォームビスを推奨し、省エネルギーを推進します。 
②消灯等の励行 

使用していない部屋の照明を消すと共に、在席していない間の机上ライトの消灯や PC 電源

のオフなど小まめに電気を切るなどの省エネルギー対策を励行します。 
③交通関連対策の推進 

センターの利用者及び職員に対して、鉄道･バス等の公共交通機関、自転車の利用を呼びか

けます。 
 

２）廃棄物 

大量生産、大量消費、大量廃棄型の社会経済活動や生活様式は地球環境への負荷が大きいこ

とから、環境への負荷の小さい循環型社会の構築が求められています。センターにおける具体

的なごみの減量化・資源化の推進策は、以下のとおりです。 
①発生抑制対策 

資源ごみの回収と再利用に努めます。なお、事務系裏紙等の再利用にあたっては、個人情

報の保護に十分配慮します。 
②分別収集の徹底 

紙・びん・ペットボトル等の資源ごみの分別収集を推進し、容器包装ごみの減量化・資源

化を図ります。 
③ごみの資源化 

エコマーク商品グリーン購入等環境に配慮した商品の選択・再生品の利用拡大に努めます。 
 
 
 
 
（※）欄が不足する場合は、別紙を追加すること。 
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団体名 社団法人青年海外協力協会 

 

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

３ これまでの実績について 

（指定管理施設と類似の業務を行う施設等での管理実績について、記載してください。） 
 
１）JICA 地球ひろば（受託事業） 
・所在地：東京都渋谷区広尾 4-2-24 
・運営管理期間：平成 18 年 3 月～平成 24 年 3 月 
・業務内容、実績等 

市民参加による国際協力の拠点として多くの市民が訪れ、途上国の人々への共感や連帯感を

育む場となり、国際協力に関わる市民団体の情報発信や交流、研修の拠点として利用される場

となることを目指して設立され、一般市民の方々に途上国について関心を持ち、理解を深めて

もらうことを目的とした「体験ゾーン」、国際協力活動を行う市民団体の皆様に展示やセミナ

ー、各種イベントに活用いただける「交流ゾーン」などの企画・運営を実施。 
・市民の開発問題、国際協力への関心と理解を深める 
地球ひろばの企画運営、開発教育支援、各種セミナー・イベント等の開催等 

・市民の国際協力への参加促進 
JICA ボランティアや草の根技術協力への応募相談、NGO や自治体等のスタッフ研修等 

・市民による国際協力の実施促進 
草の根技術協力の実施、JICA ボランティアの派遣前研修・訓練、活動場所の提供等 

・ボランティア体験の社会還元の促進 
JICA ボランティアの帰国時研修、社会還元の手法研修、OB ネットワークの構築等 

・市民からの要望を受信し、情報を発信 
市民のニーズの受信・分析、事例の蓄積・分析、情報発信、新規事業開発等 

  ・平成 21 年度実績 
   総来場者数：35,858（前年度比 118.2％） 
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２）鹿児島県アジア・太平洋農村研修センター（指定管理者） 
・所在地：鹿児島県鹿屋市上高隈町 3811-1 
・管理運営期間：平成 18 年 4 月～平成 23 年 3 月 

 
・業務内容、実績等 

鹿児島県の豊かな自然の中で、国際交流・国際協力の拠点として、国際理解研修やアジア・

太平洋諸国等からの研修生受け入れ、各種団体や教育機関などが実施する研修等に対して、

日本の文化や海外の文化に触れ、理解を深める、活動・研修等を実施。 
・外国人を対象とした日本語・日本文化研修 

「海外学生 日本語日本文化研修」、「海外技術研修員基礎研修」、「ALT 日本語・日本文化

研修」など、海外からの研修生や在住外国人の方々を対象とした日本語、日本文化の研修事

業を実施。 
その他にも、「ふるさとをテーマとした研修」、「教員対象国際理解教育セミナー」、「在住外国

人に対する支援」、「県内で実施される国際交流のイベントへの参加、協力」なども実施して

います。 
・国際交流・国際協力イベントの開催（一般対象） 

「世界の料理講座」、「国際交流イベント」、「海外ボランティア養成講座」など楽しみなが

ら世界の文化に触れてみたい、外国の人と交流してみたい、海外でボランティア活動をして

みたいという方々のためのセミナーやイベントを開催。 
・国際理解プログラムの実施（学校、団体対象） 

団体（学校、PTA、企業、自治体、各種団体など）の要望に応じて、世界各国の紹介、料

理や民族衣装の体験、外国の方々との交流会などの国際理解プログラムのコーディネート業

務を実施しています。 
・平成 21 年度実績 

総来館者数：13,323（前年度比 115.0％） 
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３）浦安市国際センター（指定管理者） 
・所在地：千葉県浦安市入船 1-2-1 新浦安駅前プラザマーレ 2 階 
・管理運営期間：平成 18 年 4 月～平成 24 年 3 月 
 
・業務内容、実績等 

市民の国際交流及び国際協力に関する情報提供並びに市民の相互交流を図ることを目的と

し、外国人市民への情報提供、国際交流・協力に関する情報発信、日本人市民と外国人市民

の相互交流や交換場所の提供、更に相互交流の場となる拠点として市民の幅広いネットワー

クづくりを支援。 
・サロン運営 

国際交流や国際協力に関心を持った市民へのスペースとして、「国別月間特集」の国紹介にお

ける手作りのパネル・写真の掲示、アートクラスの作品展、浦安在住者の海外旅行スナップ

写真による草の根国際交流写真展等を実施。 
・研修室の貸し出し 

国際センターに登録されている団体に対し、語学教室、研修会、講演会、報告会などの研修

室貸し出し業務を実施。 
・センター主催事業および自主事業の開催 

1)国別展示 
月毎に特定国を決め、その国に関する情報展示。 

2)地球市民講座 
「地球市民」として自身にもできる国際交流や国際協力を考えるために、シニア世代を中心

に世界に出て行くためのツールである英語講座を実施。 
3)多文化共生社会プログラム 
生活に密着したテーマを交流等を通じて、異文化を体験することで、多文化共生社会構築を

考えるきっかけを作るとして、浦安市民を中心に講師に迎え、活動の体験談を通じて、国際

交流や協力を考えていくプログラムの実施。 
4)自主事業 
開発途上国の社会と経済の発展、国際親善のため協力隊が培ってきた経験や知見を、地域の

国際化や多文化共生社会の実現、地球市民社会の構築して行く事を目的に、市内の学校や施

設と連携して国際理解講座、活動報告を実施。 
・平成 21 年度実績 

総来館者数：23,203（前年度比 119.5％） 
 
 
 
 
 
（※）欄が不足する場合は、別紙を追加すること。 



別紙１－１

時期 場所（※）

4月

5月

プラザ配属職員

プラザ配属職員

小学生

小学生高
学年

対象

小学生

小中学生

【アジア編】国際理解展示室内に掲示
する物品の観察を通じて、その国と日

本の違いについて考える。

企画名 内容

発見！世界と日本
の違い。

世界中の日用品、農作業道具を紹介
し、クイズを交えながら、その国の文

化や伝統を知る。

シンハラ語の文字で、アイウエオを学
習し、自分のネームカードを作る。

講師

世界一周やってみよ
う！世界の子どもの

遊び。
アジア編

日本も含めたアジアの子どもの遊びを
紹介・体験を通して子どもたちの感性

を育む

小学生高
学年

プラザ配属職員子ども

国際

国際
世界の道具から見る

「違い」
プラザ配属職員

プラザ配属職員

小学生以
下

プラザ配属職員

子ども
シンハラ語「あいうえ

お教室」

お話キャラバン隊
世界の様々なストーリーについて読み
聞かせをして、子どもの創造力を高め

る。

国際

世界一周やってみよ
う！世界の子どもの

遊び。
アフリカ編

日本も含めたアフリカの子どもの遊び
を紹介し子どもたちの感性を育む

子ども

ボランティア自主企画

ボランティア自主企画

ボランティア自主企画

ボランティア自主企画10週

※子ども・・・こどもファンタジー展示室
    国際・・・こどもの国際理解展示室
    平和・・・国際平和展示室

1週

2週

3週

4週

5週

6週

7週

8週

9週
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6月

子ども

8月

協会職員

世界の楽器通じて知
る音楽の楽しさ

世界中にある楽器の中からユニーク
な形、あるいは弾き方、音を出す楽器

を紹介し、音楽を楽しむ。
小学生 プラザ配属職員

ボランティア自主企画

人気の楽器レインスティックや親指ピ
アノ、竹琴を製作し、さまざまな音を楽
しむことで子どもたちの五感を刺激す

る。

小学生以
下

プラザ配属職員

プラザ配属職員

子ども
世界の子どもはどん

な遊びが好き？
日本も含めた世界中の子どもの遊び

を紹介し子どもたちの感性を育む
小学生高

学年
プラザ配属職員

国際
歌おう！聞こう！世

界の歌

平和
世界で何が起きてい

るか

人間の安全保障の観点から、人々の
生存を脅かす出来事についての展示
を行い、平和を考える機会を提供す

る。

子ども ママと子の折り紙教室
折り紙を通じて、子どもの創造力をか
きたてる。母と子が楽しみながらコミュ

ニケーションをとる場を創出する

7月

世界中にある民謡などの歌を聞き、共
に歌うプログラム。歌の楽しさを通じ

て、世界への理解を含めて行く。

国際
不思議な世界の水

中生物

世界の希少な水中生物に焦点を当
て、写真を通じて、生態を知り生物多

様性について考える
小学生

ボランティア自主企画

ボランティア自主企画

19週

20週

無

小中高生 無

ボランティア自主企画

ボランティア自主企画

小学生

国際
感動！作ってみよ
う！世界の楽器。

小学生

ボランティア自主企画

17週

18週

11週

12週

21週

22週

23週

13週

14週

15週

16週
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36週

プラザ配属職員

国際
【中南米編】国際理解展示室内に掲示
する物品の観察を通じて、その国と日

本の違いについて考える。
プラザ配属職員

協会職員または外
部講師

プラザ配属職員

小学生

小中学生

小学生以
下

小学生

世界の森と木の文化を写真やクイズ
を交えて紹介し、森林問題に関わった

海外ボランティアの話を聞く

世界中の日用品、農作業道具を紹介
し、クイズを交えながら、その国の文

化や伝統を知る。

世界の森と木

発見！世界と日本
の違い。

11月

国際

国際
世界の道具から見る

「違い」

ボランティア自主企画

折り紙を通じて、子どもの創造力をか
きたてる。母と子が楽しみながらコミュ

ニケーションをとる場を創出する

ボランティア自主企画

国際
感動！作ってみよ
う！世界の楽器。

人気の楽器レインスティックや親指ピ
アノ、竹琴を製作し、さまざまな音を楽
しむことで子どもたちの五感を刺激す

る。

小学生 協会職員

子ども ママと子の折り紙教室

無

プラザ配属職員

9月

子ども
「こんにちは」から見

える世界

世界中の言語で「こんにちは」を知るこ
とを通じて、言語の数や地域、違う国

でも同じ言語を話すのはなぜかを考え
る

小学生

10月

ボランティア自主企画

ボランティア自主企画

ボランティア自主企画

ボランティア自主企画

小中学生国際
【写真展示】

覗いて見よう！「世
界の子どもの勉強」

世界の子どもたちはどんな勉強をして
いるのか。世界中の写真やレポートや

教科書等の実物を展示する。

24週

31週

32週

33週

34週

35週

30週

25週

26週

27週

28週

29週
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ボランティア自主企画

子ども
シンハラ語「あいうえ

お教室」
シンハラ語の文字で、アイウエオを学

習し、自分のネームカードを作る。
小学生

プラザ配属職員
世界の民族衣装の

不思議
国際

世界中の民族衣装を着て、文化や風
土、気候による服の違いを知る

小学生

48週

12月

1月

感動！作ってみよ
う！世界の楽器。

ボランティア自主企画

ボランティア自主企画

47週

ボランティア自主企画

折り紙を通じて、子どもの創造力をか
きたてる。母と子が楽しみながらコミュ

ニケーションをとる場を創出する

小学生以
下

40週

協会職員

ボランティア自主企画

プラザ配属職員

国際

41週

42週

43週

38週

39週 プラザ配属職員

2月

子ども
「こんにちは」から見

える世界

子ども ママと子の折り紙教室

世界中の言語で「こんにちは」を知るこ
とを通じて、言語の数や地域、違う国

でも同じ言語を話すのはなぜかを考え
る

人気の楽器レインスティックや親指ピ
アノ、竹琴を製作し、さまざまな音を楽
しむことで子どもたちの五感を刺激す

る。

44週

37週

小学生

平和
世界で何が起きてい

るか

人間の安全保障の観点から、人々の
生存を脅かす出来事についての展示
を行い、平和を考える機会を提供す

る。

45週

46週

小学生

無

ボランティア自主企画

プラザ配属職員

小中高生
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※ 子ども・・・こどもファンタジー展示室
国際・・・こどもの国際理解展示室
平和・・・国際平和展示室

ボランティア自主企画

49週

50週

51週

52週

小学生高
学年

3月

国際
不思議な世界の水

中生物

世界の希少な水中生物に焦点を当
て、写真を通じて、生態を知り生物多

様性について考える
小学生

子ども
世界の子どもはどん

な遊びが好き？
日本も含めた世界中の子どもの遊び

を紹介し子どもたちの感性を育む
プラザ配属職員

ボランティア自主企画

無
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平成23年度　事業収支計画

単価 数量① 数量② 数量③ 備考

≪収入の部≫

指定管理料 259,578,840 G－H

利用料金収入 21,276,000 H

観覧費 8,705,000

450 円 × 16,100 人 ＝ 7,245,000

300 円 × 600 人 ＝ 180,000

100 円 × 12,800 人 ＝ 1,280,000

事務所利用料金 13,125 円 × 12 ヶ月 × 10 部屋 ＝ 1,575,000

施設使用料 ＝ 8,500,000 概算

設備使用料 ＝ 1,500,000 概算

展示企画展参加費

　　　世界の民芸・芸術展 300 円 × 800 人 ＝ 240,000

広告収入

　　　ホームページバナー広告 15,750 円 × 12 ヶ月 × 3 社 ＝ 567,000

協賛金

　　　壁新聞への協賛金 31,500 円 × 2 社 × 3 回 ＝ 189,000

≪支出の部≫

事業支出 31,608,000 A　：　①＋②＋③

（１）学習センター事業 14,808,000 ①

【催事実施】Ａ展示学習事業

広報、その他 360,000

【催事実施】Ｂ展示企画事業

世界の民芸・芸術展 1,686,000

展示室の設定　 800,000

展示品持込 300,000

広報チラシ等 50,000

販売用バイト配置 700 円 × 8 時間 × 2 人 × 30 日 ＝ 336,000

講師謝金 50,000 円 × 3 人 ＝ 150,000

その他 50,000

緊急援助隊の使命と活動展 1,200,000

展示室の設定 800,000

物品の搬入・搬出 300,000

広報チラシ等 50,000

その他 50,000

世界遺産写真展 800,000

展示室の設定 600,000

写真の額 100,000

広報ちらし等 50,000

その他 50,000

写真展「大いなる海の生き物たち」 800,000

展示室の設定 600,000

写真借用費 100,000

広報ちらし等 50,000

その他 50,000

ミニ水族館展 1,000,000

展示室の設定 900,000

広報ちらし等 50,000

その他 50,000

昆虫展 450,000

展示室の設定 350,000

広報ちらし等 50,000

その他 50,000

【催事実施】Ｃ映像ホール事業

ビデオコンクールの実施 700,000

広報 300,000

ビデオ編集 300,000

賞状・商品 100,000

フライデイ　ナイトシアター 1,060,000

映画借用費 80,000 円 × 1 本 × 12 ヶ月 ＝ 960,000

広報 100,000

【催事実施】Ｄ交流交歓学習事業 440,000

講師謝金 10,000 円 × 1 人 × 24 回 ＝ 240,000

映像借料 40,000 円 × 1 本 × 5 回 ＝ 200,000

【催事実施】Ｅ地球市民学習事業 1,700,000

７企画総合 100,000 円 × 1 本 × 7 回 ＝ 700,000

映画上映2回 100,000 円 × 1 本 × 2 回 ＝ 200,000

全国規模の講演会 800,000 概算

項目
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【催事実施】Ｆビエンナーレ国際児童画展 2,800,000

審査謝金 150,000

表彰状および記念品（５２０点） 520,000

郵送費 260,000

招聘者旅費等 900,000

展覧会開催経費 500,000

巡回展経費 300,000

その他 170,000

【展示の運営】

Ｇ展示運営・展示ボランティアの運営 1,482,000

データの更新 500,000

ボランティア経費 1,000 円 × 1 日 882 回 ＝ 882,000

ボランティアのためのセミナー 100,000

（１）提案事業

出前講座

交通費 5,000 円 × 20 回 ＝ 100,000

森林作り定着型ボランティアへの参加

広報費 50,000 概算

キャンドルナイト

ろうそく等 80,000 概算

世界のお化け大集合大会 100,000 概算

広報費 30,000

展示品等 70,000

（２）情報・相談センター事業 16,070,000 ②

Ａライブラリー事業 1,920,000

子供向けの本、雑誌、映像ソフト 80,000 12 ヶ月 ＝ 960,000

大人向けの本、雑誌、映像ソフト 80,000 12 ヶ月 ＝ 960,000

Ｂ外国籍県民支援事業 10,550,000

相談員謝金(ポ、韓、ス、川と県央） 10,000 円 360 回 ＝ 3,600,000

弁護士謝金 25,000 円 72 回 ＝ 1,800,000

教育専門コーディネーター 10,000 260 日 ＝ 2,600,000

教育相談員 7,500 円 260 日 ＝ 1,950,000

連絡会開催 300,000

アウトリーチおよび日本語教室 300,000

Ｃ広報・情報発信 3,600,000

壁新聞制作・発送 800,000 円 × 3 回 ＝ 2,400,000

ホームページ運営（ビエンナーレ含） 100,000 円 × 12 ヶ月 ＝ 1,200,000

（３）サポート・ネットワーク事業 730,000 ③

Ａ　ＮＰＯ等活動支援事業

その他 300,000

Ｂ　ＮＰＯのための事務室運営事業

その他 300,000

指定者管理提案事業 130,000

大使館と企業の情報交換会

広報 50,000

懇親会費 80,000

施設運営費等 124,400,000 B

光熱水費 41,000,000 概算

清掃費 3,100,000 概算

保守点検 16,300,000 概算

常設展示受付業務 12,000,000 概算

ホール運営管理費 11,000,000 概算

修繕費 3,000,000 概算

賃借料 27,000,000 概算

その他（保険料含む） 11,000,000 概算

人件費 92,591,800 C

23年度工事費等 18,881,000 D

映像ホール機材入れ替え工事 3,800,000 概算

映像ライブラリー工事および設備費 3,200,000 概算

映像ライブラリー工事（モニター近辺） 600,000 概算

調整室の工事および設備費 726,000 概算

ホームページの初期投資 6,500,000 概算

事務所設置のための工事設備費 3,061,000 概算

電話回線引き込み工事費 300,000 概算

事務机とイス 694,000 概算

支出合計 267,480,800 E　：　A＋B＋C＋D

消費税 13,374,040 F　：　E×0.05

支出総合計 280,854,840 G　：　E＋F
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7

8

9

4

5

6

1

2

3

サモアってどんなとこ

インドネシアってどんなとこ？
インドネシア人による国の様子、文化紹

介
①母と子を結ぶ
手帳～インドネシ
ア母と子の健康
手帳プロジェクト
～

日本人が見たインドネシア
インドネシア・ボランティア経験者による

インドネシアの紹介

　以上は、仮題であり、実施時には講師の得意分野、個性を反映したテーマでワークショップ（WS）
を開催します。また、上記以外にも南アフリカ、タイ、中国、ブータン、ジャマイカ、アメリカ、イギリ
ス、フランスなどでも同様のテーマでWSが可能です。

サモア人による国の様子、文化紹介
①各国紹介ビデ
オ　15分

日本人が見サモア
サモア・ボランティア経験者によるサモア

の紹介

ヨルダンってどんなとこ？ ヨルダン人による国の様子、文化の紹介 ①希望に向かっ
てシュート　～北
澤　豪　ヨルダン
をゆく～日本人が見たヨルダン

ヨルダン・ボランティア経験者によるヨル
ダンの紹介

バングラデシュってどんなとこ？ バングラデシュ人による国の様子、文化
①5分でわかるシ
リーズ　バングラ
デシュ
②伊達公子が感
じたバングラデ
シュ　　2０分

日本人が見たバングラデシュ
バングラデシュ・ボランティア経験者によ

るバングラデシュの紹介

ベトナムってどんなとこ？ ベトナム人による国の様子、文化紹介 ①テニスは国境
を越えて　伊達公
子キッズテニスの
風景　　19分日本人が見たベトナム

ベトナム・ボランティア経験者によるベト
ナム紹介

ガーナってどんなとこ？
ガーナ人によるガーナの国の様子、文化

紹介

①教育と学習の
質の向上　～

ガーナ小中学校
理数科教育改善

計画～
②アニメ　約束

日本人が見たガーナ
ガーナ・ボランティア経験者によるガーナ

紹介

マラウイってどんなとこ？ マラウイによる国の様子、文化紹介
①5分でわかるシ
リーズ　マラウイ
②伊達公子のマ
ラウイレポート
35分

日本人が見たマラウイ
マラウイ在住経験者によるマラウイの紹

介

ウズベキスタンってどんなとこ？
ウズベキスタン人による国の様子、文化

紹介

①各国紹介ビデ
オ　ウズベキスタ
ン15分
②写真家　沼田
早苗がみたウズ
ベキスタン訪問記

日本人が見たウズベキスタン
ウズベキスタン・ボランティア経験者によ

るウズベキスタンの紹介

企画名 内容 映画シアター

モンゴル ってどんなとこ？ モンゴル人による国の様子、文化紹介
①各国紹介ビデ
オ　モンゴル　15
分
②モンゴルの
人々とともに～伊
達公子　モンゴル

日本人が見たモンゴル
モンゴル・ボランティア経験者によるモン

ゴルの紹介

















平成23年度年間スケジュール
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B　展示企画事業（年間３テーマ以上、150日以上）

1

2

3

4

5

6

1

2

3

1

E　地球市民学習事業（年6回以上）

1

2

3

4

5

6

7

1

1

2

3

4

1

2

1

2

3

ママと子の折り紙教室

世界の民族衣装の不思議

世界の森と木

ボランティア自主企画

月
通し番号

週

別紙１０

A 　展示学習事業(週1回）

3月

世界の子どもはどんな遊びが好き？

感動！作ってみよう！世界の楽器

歌おう！聞こう！世界の歌

世界遺産写真展～県民が見た世界遺産～

「大いなる海の生き物たち」写真展

ミニ水族館登場！世界5大陸の不思議な魚

「見たい！触れたい！夏の昆虫たち」

世界で何が起きているか

不思議な世界の水中生物

「こんにちは」から見える世界

覗いて見よう！「世界の子どもの勉強」

1月 2月

世界の「民芸・芸術」展（有料展）

「国際緊急援助隊の使命と活動」展

世界一周やってみよう！世界の子ども遊び

発見！世界と日本の違い

お話キャラバン隊

世界の道具から見る「違い」

シンハラ語「あいうえお」教室

世界の楽器を通じて知る音楽の楽しさ

4月 5月 6月 7月 8月

C　映像ホール事業（年150日以上）

9月 10月 11月 12月

D　交流交歓事業（月1回以上）

お天気お姉さんに聞こう！気候変動のなせ

沈みゆく島・ツバル

ラジオ体操で命を救う！ある日本人保健師の挑戦

フライデーナイトシアター／月1回

ビデオコンクール

子ども映画会（毎日実施）

世界の教室

アフガニスタンの女性たち～未来を見つめて～

日本のPOPカルチャーと国際交流

国際緊急援助の使命と活動（合同企画）

世界遺産を旅する

児童画展開催

J　指定管理事業以外の自主事業

アウトリーチ

あーすぷらざインフォメーションツアー

あーすキャンドルナイト

世界のお化け大集合大会

研修会の開催（年5回以上）

在日大使館と県内企業との情報交換会

F　ビエンナーレ国際児童画展

I　当会が提案する指定管理事業

地球はたったひとつの宝物

さぁ、やってみよう！「あーす田んぼ」で田植え

上記以外の事業

外国籍県民の連絡会（年1回以上）
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